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揖
斐
川
町
も
合
併
し
て
４
年
目
と
な
り
、

一
つ
の
節
目
を
迎
え
る
年
で
あ
り
ま
す
。

【
こ
れ
ま
で
の
取
組
】

こ
の
３
年
間
、
町
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ

て
お
り
ま
す
「
自
然
と
歴
史
が
育
む

ふ
れ

あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康
文
化
都
市
」
の
実

現
に
向
け
、
「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」

の
観
点
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
地
域
情
報
・
道
路

・
公
共
交
通
の
３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
と
、
教
育
・
文
化
・
福
祉
の
向
上
を
目
標

に
掲
げ
、
町
政
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

こ
の
間
、
旧
町
村
の
継
続
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
、「
第

一
次
総
合
計
画
の
策
定
」
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
地
域
情
報
・
道
路
・
公
共
交
通
の
３
つ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
大
き
く
進
み
、
そ

の
成
果
が
着
実
に
現
れ
て
き
ま
し
た
。

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
１１
月
１
日
よ
り
試
験
運
用
を
開
始
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
「
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
に
よ
る
自
主
放
送
番
組
や
、
音
声
告
知

放
送
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た
、

利
用
し
や
す
い
交
通
手
段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
定
着
し
、
乗
車
状
況
も
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
し
て
の
小
中
学
生
の
利
用
を
除
き
、

１８
年
度
の
同
時
期
と
比
較
し
て
、
乗
車
率
が

平
均
２
４
・
０
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
道
４
１
７
号
岡
島
橋
の
架
け
替
え
が
国
の

公
共
事
業
採
択
を
受
け
る
と
と
も
に
、
滋
賀

県
へ
抜
け
る
国
道
３
０
３
号
の
坂
内
地
内
川

上
バ
イ
パ
ス
の
橋
梁
工
事
、
新
横
山
橋
の

ケ
ー
ソ
ン
部
の
工
事
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、

年
間
を
通
じ
て
安
心
し
て
走
行
が
で
き
る
道

路
環
境
の
整
備
が
着
実
に
進
み
、
あ
わ
せ
て

町
道
や
農
道
、
林
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
や
災
害
時
の
複
線
ル
ー

ト
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
有
し
た
道
路
整
備

が
、
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
観
光
交
流
産
業
の
推
進
と

し
て
、
い
び
川
温
泉
「
藤
橋
の
湯
」
や
「
徳

山
会
館
」、谷
汲
門
前
街
景
観
整
備
基
本
計
画

の
策
定
事
業
な
ど
地
域
と
連
携
し
た
、
観
光

交
流
産
業
の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
木
造
住
宅
・
建

築
物
等
耐
震
化
促
進
事
業
や
消
防
体
制
の
充

実
な
ど
防
災
基
盤
の
確
立
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
地
域
づ
く
り
と
し
て
、

公
営
住
宅
整
備
や
乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
の

助
成
や
児
童
手
当
の
支
給
、
す
こ
や
か
ベ

ビ
ー
祝
い
金
な
ど
の
拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、

不
妊
症
治
療
助
成
事
業
、
中
学
生
生
徒
の
入

院
費
用
の
助
成
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
向
上
を
目
指

し
て
揖
斐
小
学
校
・
谷
汲
統
合
小
学
校
建
設

事
業
や
学
校
提
案
型
教
育
推
進
事
業
、
学
童

保
育
事
業
の
拡
充
、
教
育
上
特
別
な
配
慮
が

必
要
な
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
支
援
員
を
配

置
す
る
特
別
支
援
学
級
設
置
事
業
、
言
語
通

級
教
室
の
設
置
、
特
別
支
援
教
室
の
増
設
を

行
う
ほ
か
、地
域
活
動
の
促
進
の
た
め
の「
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
す
る
な

ど
、
教
育
・
文
化
・
福
祉
の
向
上
に
も
努
め

て
き
ま
し
た
。

【
平
成
２０
年
度
の
町
政
運
営
】

平
成
２０
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん

で
き
た
政
策
の
仕
上
げ
の
年
で
も
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
た
「
自
然
と
歴

史
が
育
む
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康
文

化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
地
域
情
報
・

道
路
・
公
共
交
通
の
３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
充
実
を
柱
に
、
「
安
全
で
安
心
で
き

る
地
域
づ
く
り
」「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
づ
く

り
」「
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
の
３

つ
の
重
点
施
策
を
積
極
的
に
進
め
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
平
成
２０
年
度
予
算
の
考
え
方
に
つ
い
て
】

国
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、
ゆ
る

や
か
な
景
気
回
復
に
よ
り
国
税
の
増
収
は
見

込
め
る
も
の
の
、
一
方
で
社
会
保
障
関
係
経

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
大
幅

な
財
源
不
足
を
生
じ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
歳
出
全
般
に
お
け
る
徹
底

し
た
見
直
し
を
行
い
、
従
来
に
も
増
し
て
地

方
財
政
規
模
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
分
権
の
推
進
や
新

た
な
自
治
体
財
政
健
全
化
法
の
制
定
な
ど
、

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
貌
し
、

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
為
の
新
た
な
行
政
経
営

能
力
の
強
化
や
、
行
政
改
革
の
推
進
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
国
の

財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
本
町
に
お
い
て

も
、
個
人
町
民
税
や
、
地
方
消
費
税
交
付
金

の
減
少
な
ど
は
あ
る
も
の
の
、
特
別
枠
と

な
っ
た
「
地
方
再
生
対
策
費
」
に
よ
る
交
付

税
の
増
額
に
よ
り
、
一
般
財
源
総
額
は
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
歳
入
全
体
と
し
て
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

揖
斐
川
町
と
し
て
は
、
健
全
財
政
と
い
う

基
本
理
念
を
堅
持
し
つ
つ
、
平
成
２１
年
度
の

財
務
４
表
の
公
表
を
踏
ま
え
、
経
常
経
費
の

抑
制
を
尚
一
層
図
る
一
方
で
、
町
債
発
行
や

基
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
を

下
回
る
水
準
に
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
「
揖

斐
川
町
第
一
次
総
合
計
画
」に
基
づ
き
、「
住

ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
住
民

の
皆
さ
ん
が
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
３
つ
の
重
点
施
策
に
盛
り
込
ん
だ
、

地
域
防
災
体
制
や
、
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
基
盤
の
確
立
、
定
住
化
対
策
、
少
子
・
高

齢
化
対
策
の
強
化
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、

教
育
文
化
の
充
実
を
優
先
課
題
と
し
て
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

「「
住住
んん
でで
みみ
たた
いい
、、住住
んん
でで
良良
かか
っっ
たた
。。」」とと
実実
感感
でで
きき
るる
まま
ちち
づづ
くく
りり
にに
、、全全
力力
をを
尽尽
くく
しし
まま
すす
。。

宗宮孝生 町長

今月の特集
feature articles
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【
重
点
施
策
】

■
「
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
」

地
域
防
災
体
制
の
確
立

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
、

た
と
え
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
罹
災

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
・
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
基
盤
の
確
立

防
犯
体
制
の
推
進
や
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
補
強
の
助
成
な
ど
、
日
常
生
活
に

密
接
し
た
生
活
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
」

定
住
化
対
策

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
住
み
や
す
い
住
宅
整

備
を
行
い
、
定
住
化
を
進
め
ま
す
。

少
子
化
対
策
支
援

少
子
化
対
策
支
援
と
し
て
子
ど
も
を
安
心

し
て
、
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

若
年
層
ま
で
含
め
た
健
康
診
断
の
実
施
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

■
「
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

教
育
文
化
の
充
実

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
育
成
の
た
め

に
、
時
代
に
対
応
し
た
、
学
習
環
境
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
再
生
の
手
が
か
り
と
な
る
地

域
文
化
の
育
成
保
存
や
地
域
住
民
の
自
主
的

活
動
を
促
進
し
、
協
働
の
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

■
交
流
産
業
・
健
康
産
業
に
よ
る
地
域
づ
く
り

既
存
資
源
と
新
た
な
資
源
の
開
発
を
連
携

さ
せ
、
交
流
人
口
の
増
加
を
促
し
、
観
光
交

流
産
業
の
振
興
と
健
康
産
業
を
創
出
し
ま
す
。

ま
た
、企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

【
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
】

■
「
地
域
情
報
・
道
路
・
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
整
備

「
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
重
点
事
項

で
あ
る
３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
、
そ

の
効
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
へ
の
新
た
な
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
で
あ

る「
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」の
テ
レ
ビ
放
送

や
音
声
告
知
放
送
の
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
足
の
確
保
と
し
て
、
公
共
交
通
の
整

備
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

年
間
を
通
じ
て
安
全
に
走
行
で
き
る
道
路
環

境
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
安
全
で
快
適
な

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
そ
の
他
事
業
】

■
「
環
境
」

自
然
や
地
域
環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
と
し
て
、
本
町
で
は
、
揖
斐
川
の
上
中
流

域
の
役
割
で
あ
る
、
水
環
境
の
保
全
を
重
要

な
課
題
と
し
て
捉
え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
適
正
な
生
活
雑
排
水
の
処
理
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
に
お
い
て
廃
棄
物
の
減
量

化
や
再
資
源
化
に
取
り
組
む
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

■
「
福
祉
、
健
康
」

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
状

況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
、
地
域
全
体

で
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
支
え
る
施
策
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
医
療
過
疎
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
中
、
安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の
確

保
や
地
域
住
民
が
健
康
で
暮
ら
す
た
め
の
、

健
康
づ
く
り
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

■
「
産
業
振
興
」

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
は
、
各
種
産
業

振
興
が
必
要
で
す
。
農
業
や
林
業
は
、
水
源

涵
養
や
景
観
形
成
、
二
酸
化
炭
素
削
減
な
ど

公
益
性
が
高
く
、
多
面
的
な
機
能
の
維
持
保

全
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
生
産
性
の
向

上
や
後
継
者
育
成
な
ど
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業

や
勤
労
者
、
各
種
商
工
会
支
援
事
業
を
積
極

的
に
実
施
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■
「
行
政
改
革
」

平
成
１７
年
度
に
「
揖
斐
川
町
行
政
改
革
大

綱
」、「
揖
斐
川
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
、
現
在
計
画
に
基
づ
く
実
施
項
目
を
適

宜
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
、
財
団
の

統
合
や
外
郭
団
体
の
外
部
評
価
、
町
有
施
設

の
管
理
運
営
見
直
し
な
ど
、
効
率
的
な
行
政

経
営
の
た
め
の
改
革
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

２０
年
度
は
、
事
業
仕
分
の
実
施
や
意
図
的

な
滞
納
者
に
対
す
る
徴
収
の
徹
底
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

定
員
管
理
適
正
化
計
画
に
お
け
る
職
員
の

削
減
に
つ
い
て
も
、
経
常
経
費
削
減
の
面
か

ら
も
、
目
標
達
成
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

公
会
計
制
度
改
革
な
ど
、
国
の
新
た
な
制

度
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
国
の
動
向
に

合
わ
せ
、
適
正
な
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
歳
入
・
そ
の
他
】

町
税
は
、
税
源
移
譲
や
経
済
状
況
の
動
向

な
ど
を
慎
重
に
見
極
め
、
現
時
点
で
見
込
み

得
る
額
と
し
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、

国
の
交
付
税
総
額
や
特
別
枠
な
ど
を
勘
案
し

計
上
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
町
債
や
基
金
繰

り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
町
政
運
営
に
必
要
な

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
特
に
、
将
来

負
担
と
な
る
町
債
や
、
貴
重
な
財
源
で
あ
る

基
金
に
つ
い
て
は
、
両
方
と
も
昨
年
度
よ
り

減
額
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
事
業
の
円
滑
な

実
施
の
た
め
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
配
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
が
受
け
持
つ
適
正
な

事
業
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
健
全
財
政
の
維

持
に
努
め
な
が
ら
、予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
地
方
分
権
に
よ
る
自
己
決

定
・
自
己
責
任
が
進
め
ら
れ
、
経
常
経
費
の

削
減
が
必
須
で
あ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
っ
て
も
、
町
政
の
停
滞
は
い
っ
と
き
の
猶

予
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
毅
然
と
し
て

と
ら
え
、
揖
斐
川
町
が
「
住
み
よ
い
元
気
あ

る
ま
ち
」と
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら「
合

併
し
て
よ
か
っ
た
」「
住
ん
で
み
た
い
」「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
が
プ
ロ
と
し
て
の
意
識
を
持
ち
、
一
丸

と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
、
「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
に
沿
っ
た
、
今
以
上
の
行
政
改
革
、
経

費
の
削
減
に
努
め
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
町
政
を
進
め
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
一
層
の
御
理
解
・

御
支
援
・
御
指
導
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今月の特集
feature articles
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■地域防災体制の確立 （単位：千円）
予算額

１５，２８１

１０３，１６６

４５，０００

１３，３００

１６４，１５０

２，４５６

４４，９８９

１，９３０

１４６，５１５

１２，７５７

９，２４７

概 要

全国瞬時警報システム整備（地震や気象情報など）や災害対策用非常食の
購入、地域防災計画修正の実施

防災拠点となる庁舎建設のための、用地取得等の実施

粕川大橋耐震補強等工事負担金・前島橋耐震補強調査設計及び補修工事の
実施

大和小学校北舎耐力度調査・清水小学校、大和小学校耐震補強実施設計の
実施

揖斐川中学校北舎耐力度調査の実施
北和中学校南舎耐震補強工事の実施

図書館書架耐震補強工事の実施

消防施設（ホース乾燥塔の設置や防火水槽など）の整備
消火栓ＢＯＸ設置や消防ホースの購入を実施

土砂災害（谷汲地内）、町防災訓練（久瀬地内）の実施

災害時に地域の孤立を防ぐための道路網の整備を実施

急傾斜事業の実施

治山事業の実施

事業名

防災対策事業

防災センター兼庁舎建設事業

橋梁耐震事業

小学校耐震化事業

中学校耐震化事業

図書館書架耐震事業

消防施設等整備

総合防災訓練・土砂災害防災訓練

災害時における道路網の整備

急傾斜対策事業

治山対策事業

区分

新規

新規

新規

新規

新規

新規

拡充

継続

継続

継続

継続

■安全で安心できる生活基盤の確立 （単位：千円）
予算額

８，０１６

８，４００

１，８６７

１，７４０

３０

５００

概 要

地域防犯台帳管理システム導入事業、防犯灯施設整備等の実施

既設町営住宅火災報知器設置工事の実施

独居老人宅緊急通報用電話保守及び増設等の実施

木造住宅の耐震診断や耐震補強に対する助成の実施

地域防犯パトロールの実施

バリアフリー住宅改修への助成の実施

事業名

地域防犯事業

公営住宅建設事業

緊急通報装置設置事業

建築物等耐震化促進事業

学校安全サポーター事業

高齢者いきいき住宅改修事業

区分

新規

新規

拡充

拡充

継続

継続

■定住化対策 （単位：千円）
予算額

２６，４５０

１４，２３４

１３４，３６５

１１，５８０

１，０００

７９，２４５

概 要

養老鉄道の運営費の助成

樽見鉄道の運営費の助成

揖斐川町コミュニティバス（地帯制ワンコイン）を運行

養老鉄道揖斐駅前周辺整備の実施

旧名鉄本揖斐駅周辺整備の実施

ストック改善（バリアフリー化）工事の実施

事業名

養老鉄道対策事業

樽見鉄道対策事業

コミュニティバス運行

養老鉄道揖斐駅前周辺整備事業

旧名鉄本揖斐駅周辺整備事業

公営住宅修繕事業

区分

拡充

拡充

拡充

拡充

継続

継続

■少子化対策の強化 （単位：千円）
予算額

５４０

８，７３７

５４，０００

２，９６３

１，０００

７，５００

１７３，０００

概 要

県の１／２負担の廃止により、２０年度より町単独で（１／２）３，０００円を助成

妊婦健康診査の受診にかかる町単独の助成事業の実施（４回分から１２回分
に助成を拡大）

中学校卒業までの医療費の無料化を実施（町単独）

乳児、１歳６か月、３歳児健診及び乳児相談、母子教室の開催など子育て
支援を充実

不妊治療費の助成を行う（町単独） １人１０万円助成

出産時１人につき５万円を助成

児童手当の支給を実施（３歳未満に１万円）

事業名

乳児聴覚検査助成事業

妊婦健康診査事業

児童生徒医療支給事業

各種健診事業

不妊治療助成事業

すこやかベビー祝い金事業

児童手当支給費

区分

新規

拡充

拡充

継続

継続

継続

継続

今月の特集
feature articles

全国瞬時警報システム（緊急地震情報などをお知らせする仕組み）を整備します。
木造住宅の耐震診断や耐震補強に対する助成を行います。

重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

養老鉄道養老線や樽見鉄道を守ります。
揖斐川町コミュニティバスを引き続き運行します。
中学校卒業までの医療費の無料化、乳児聴覚検査・妊婦健康診査の助成を行います。

● 安安全全でで安安心心なな地地域域づづくくりり

● 住住んんででみみたたいいままちちづづくくりり
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■健康づくりの推進 （単位：千円）
予算額

３２，３７４

３，０１９

５３４

１０，０８５

概 要

今までの健診等事業の実施と併せ、婦人健診に関しては、新たに１８～３９歳
の男女を対象としたヤング健診を実施

揖斐川町スポーツ交流フェスティバルの開催

健康まつりを開催

老人福祉運動会、敬老会開催

事業名

健診事業など健康増進事業の実施

揖斐川町スポーツ交流フェスティバ
ル開催事業

長寿社会ソフト作り事業

長寿推進事業

区分

拡充

継続

継続

継続

■教育文化の充実 （単位：千円）
予算額

６２０，５０６

１２，６９４

２，６０６

１９，２４２

１０，９６７

１５，５６１

１４，８６９

４，０００

１５，００３

３６，３９２

１６，１８２

１，０００

５，６３５

３，３６０

９，０３４

１３，９９９

１５，０００

概 要

統合給食センターの建設を実施

観覧席設置工事や開催準備を実施

郷土の人物史を作成

外国人語学講師による語学指導の実施。本年度より２名増員

教育上特別に支援の必要な児童生徒に対して、教育支援員や補助員を設置

学童保育（留守家庭児童教室）事業の実施

子供歌舞伎、オペレッタ、２０周年特別展示事業などに対する助成

各地域の特色ある自主的な取組みに対する支援を実施

児童生徒のセントジョージやオーストラリアへの派遣

各小学校施設修繕を実施

各中学校施設修繕を実施

各学校の特色ある自主的な取組みに対する支援を実施

児童生徒の野外活動、芸術鑑賞、スキー研修などの実施

学校教育指導員設置事業の実施

多人数のクラスに複数の教員を配置する事業の実施

久瀬・坂内民俗資料整理の実施
各保存会等が実施する文化財保存のための事業に対する助成
芸能フェスティバル開催

いびがわマラソンの開催

事業名

統合給食センター建設事業

国民体育大会準備事業

郷土の人物史編纂事業

外国人語学講師招致事業

特別支援教育事業

学童保育事業

町文化活動団体助成事業

特色ある地域づくり事業

国際化事業

小学校施設修繕事業

中学校施設修繕事業

学校提案型教育研究推進事業

野外活動等体験事業

学校教育指導員設置事業

少人数指導助手設置事業

文化財保存事業

いびがわマラソン開催

区分

新規

新規

新規

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

予算額

１１９，２５１

１，５３８

２，０６０

４１，０００

９，２０９

６５，７０７

５８，０００

１０，０７２

４９，４００

概 要

杉原地域周辺の整備及び活用による交流人口の増加を図る

揖斐高原の斜面を利用して、コスモスやポピーの植栽を実施

谷汲山参道らくらくバスの運行事業

谷汲山門前まちづくり事業の実施

小菊、実バラ生産用苗及びいちご、茶用資材購入の実施

用水路、農道改良等農業基盤施設の整備

町内への企業誘致のための助成事業の実施

中小企業融資利子補給・勤労者生活安定資金貸付の実施

地域商工業者の育成支援

事業名

揖斐川水源地域ビジョン推進事業

揖斐高原花の里づくり事業

谷汲らくらくバス運行事業

まちづくり交付金事業

特産品振興事業

農業生産基盤整備事業

工場設置奨励事業

中小企業・勤労者支援事業

商工会運営支援事業

区分

新規

新規

新規

継続

継続

継続

継続

継続

継続

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町

音声告知放送、いびがわチャンネルで積極的に情報を提供します。
揖斐川町コミュニティバスを引き続き運行します。
生活に密着した道路整備を進めます。

揖斐川水源地域ビジョン推進事業を進めます。
引き続き特産品振興を行います。 （単位：千円）

統合給食センターの整備や小中学校施設の修繕を行います。
外国人語学講師を増員し語学指導を行います。
住民ニーズに沿った学童保育事業を進めます。
特色ある自主的な取組みに対する支援を拡充します。

「「地地域域情情報報・・道道路路・・公公共共交交通通」」ネネッットトワワーーククのの整整備備

交交流流産産業業・・健健康康産産業業にによよるる地地域域づづくくりり

● 豊豊かかなな心心をを育育むむままちちづづくくりり

今月の特集
feature articles
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歳　入 

歳　出 

平成２０年度 揖斐川町各会計当初予算 （単位：千円）
前年比当初（％）

△３．８３

△２．７５

２．７１

△８９．７３

皆増

△７．４０

△３４．６２

３．５５

△６．７４

５．８７

△１６．４５

△５．８１

△８．３３

１４．６１

△５１．４３

４３．９０

△１１．１９

６５．３０

△７．０４

４．６９

△８４．０１

１３．７９

皆増

△４０．９５

△２０．８９

�－�
△５５０，０００

△６８，２００

３，７００

△２，５２８，０００

２８０，１００

△６，０００

△１３，５００

７００

△６００

４，４００

△３４，３００

△９００

△７００

１，３００

△１，８００

１，８００

△２４３，０００

２８４，４００

△１，５００

７，３００

△２，８５６，２００

１６，０００

１５６，２００

△４，９９８，８００

△５，５４８，８００

１９年度当初�
１４，３５８，０００

２，４７９，８００

１３６，３００

２，８１７，４００

０

８１，１００

３９，０００

１９，７００

８，９００

７５，０００

２０８，５００

１５，５００

８，４００

８，９００

３，５００

４，１００

２，１７１，０００

４３５，５００

２１，３００

１５５，８００

３，４００，０００

１１６，０００

０

１２，２０５，７００

２６，５６３，７００

２０年度当初�
１３，８０８，０００

２，４１１，６００

１４０，０００

２８９，４００

２８０，１００

７５，１００

２５，５００

２０，４００

８，３００

７９，４００

１７４，２００

１４，６００

７，７００

１０，２００

１，７００

５，９００

１，９２８，０００

７１９，９００

１９，８００

１６３，１００

５４３，８００

１３２，０００

１５６，２００

７，２０６，９００

２１，０１４，９００

会 計 名
一 般 会 計

国民健康保険特別会計

国民健康保険直診勘定特別会計

老人保健医療特別会計

後期高齢者医療特別会計

谷汲中央診療所特別会計

大和簡易水道特別会計

永簡易水道特別会計

市場簡易水道特別会計

谷汲簡易水道特別会計

北部簡易水道特別会計

北方財産区特別会計

大和財産区特別会計

谷汲財産区特別会計

長瀬財産区特別会計

横蔵財産区特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

杉原地域土地取得等特別会計

個別排水事業特別会計

徳山ダム上流域公有地化特別会計

いび川温泉特別会計

地域情報特別会計

特別会計合計

総 合 計

特

別

会

計

（単位：千円）

２０年度当初
３，０３７，６８２
６２６，０７２
５，４１２，５００
１６８，６２９
１７８，０９４
４３２，０３１
７４２，２４７
５３，６１７

１，０７２，８０２
３００，０００
２３６，６２６
１，５４７，７００

１３，８０８，０００

【歳入】
区 分

町税
地方譲与税等
地方交付税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入、寄付金
繰入金
繰越金
諸収入
町債

合 計

（単位：千円）

２０年度当初
２，６８８，１０４
２，５０４，０１６
７５，７２５
７０１，８０２
２，１４４，８５１
２，１５７，８１０

２０７
２，３１１，９３５
３６，９５１
７，０６６

１，１５９，５３３
２０，０００

１３，８０８，０００

【性質別歳出】
区 分

人件費
物件費
維持補修費
扶助費
補助費
普通建設費
災害復旧費
公債費
積立金
投資・出資・貸付金
繰出金
予備費

合 計

今月の特集
feature articles

平成２０年度 揖斐川町一般会計予算 【予算総額１３，８０８百万円】
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城
山
さ
く
ら
の
森
（
北
方
）

城
山
さ
く
ら
の
森
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
３０
品
種
２
千
本
を
超
え
る

桜
が
植
え
ら
れ
、
３
月
中
旬
か
ら
４
月
下
旬

に
か
け
て
次
々
と
開
花
し
山
全
体
が
桜
の
花

で
包
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
四
季
折
々
の
自
然
景
観
が
楽
し
め

る
東
エ
リ
ア
と
、
桜
並
木
の
美
し
さ
が
圧
巻

の
西
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
。
特

に
西
エ
リ
ア
で
は
、
揖
斐
川
を
背
景
に
し
た

見
事
な
桜
が
観
賞
で
き
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
も

最
適
で
す
。

谷
汲
山
の
参
道
の
３５０
本
の
桜
並
木
は
、
開

花
す
る
と
桜
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
、
毎
年
多

く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

揖
斐
川
に
そ
そ
ぐ
谷
川
と
浅
鳥
川
の
両
岸

に
広
が
る
朝
鳥
公
園
の
、
数
百
を
超
え
る
桜

並
木
は
圧
巻
で
す
。
桜
の
咲
く
季
節
に
は
多

く
の
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
に

は
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し
め

ま
す
。

門
前
参
道
（
谷
汲
徳
積
）

朝
鳥
公
園
（
小
島
）

桜
の
開
花
に
合
わ
せ
１８
時
３０
分
か
ら

２１
時
ま
で
谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員

会
が
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
も
て
な
す
た

め
に
手
作
り
の
行
燈
や
竹
灯
籠
に
ほ
の

か
な
あ
か

り
を
灯
し

夜
桜
を
演

出
し
ま
す
。

ま
た
、
飲

食
店
１０
店

舗
ほ
ど
が

閉
店
時
間

を
延
長
し

て
い
ま
す
。

手
作
り
の
行
燈
・
竹
灯
籠
で

夜
桜
を
演
出
！

桜
の
名
所
特
集
！

四
季
折
々
の
美
し
さ
を
見
せ
る
私
た
ち
の
ま
ち
揖
斐
川
町
に

は
、
い
く
つ
か
の
桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
町
内
の
桜
の
名
所
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
族
や
友
人
と
い
び
が
わ
の
春
を
楽
し
も
う
！

今月の特集
feature articles
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天
皇
林
公
園
（
谷
汲
名
礼
）

こ
の
公
園

は
、
昭
和
３２

年
に
昭
和
天

皇
が
お
い
で

に
な
り
、
そ

れ
を
記
念
に

つ
く
ら
れ
た

公
園
。
桜
や

紅
葉
の
名
所

と
し
て
有
名

で
す
。

揖
斐
峡
（
久
瀬
）

揖
斐
川
の
ダ
ム
に
よ
っ
て
で
き
た
人
造
湖
。

深
く
静
か
な
水
面
に
は
、
春
の
桜
、
夏
の
緑
、

秋
の
紅
葉
や
冬
の
雪
景
色
と
い
っ
た
四
季

折
々
の
景
色
が
、
ま
る
で
１
枚
の
絵
の
よ
う

に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

道
の
駅
「
星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し
」
の
裏
、

旧
３０３
号
沿
い
の
イ
ビ
デ
ン
東
横
山
発
電
所
を

中
心
に
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
立
ち
並
び
、
桜

花
の
素
晴
ら
し
い
ト
ン
ネ
ル
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
近
年
、
こ
の
桜
に
ひ
か
れ
て
各
地
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
が
春
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
い
び

川
温
泉
藤
橋
の
湯
も
隣
接
し
て
い
ま
す
。

花
見
の
後
に
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど

は
い
か
が
で
す
か
？

イ
ビ
デ
ン
東
横
山
発
電
所（
藤
橋
）

【谷汲山 → 谷汲口駅】 （平日用）

谷汲口駅

１８：１０
‖
１８：１８
�
１８：２０

－

高 科

１７：４８
‖
１７：５６
�
１８：２０

－

１６：３８
‖
１６：４６
�
１６：４８

１７：１２

１６：１２
‖
１６：２０
�
１６：４８

－

谷汲口駅

１５：３５
‖
１５：４３
�
１５：５８

１５：５１

高 科

１５：２２
‖
１５：３０
�
１５：５８

１５：５１

谷 汲 口 駅

１４：３５
‖
１４：４３
�
１４：５５

１４：４８

１３：４５
‖
１３：５３
�
１４：０６

１３：５９

１２：３０
‖
１２：３８
�
１２：４５

１３：０６

１１：３０
‖
１１：３８
�
１１：５２

１１：４５

１０：３５
‖
１０：４３
�
１０：５５

１０：４８

７：００
‖
７：０８
�
７：１１

－

コミュニティバス行先表示

谷 汲 山～

谷 汲 口 駅

樽見鉄道（大垣行）接続

樽見鉄道（樽見行）接続

停
留
所
名

谷
汲
口
駅

【谷汲口駅 → 谷汲山】 （平日用）

１８：２０

１８：４８
�

谷 汲 山

１８：５０
‖
１８：５８

１６：４８

１７：１２
�

１７：１４
‖
１７：２２

１５：５８

１５：５１
�

１６：００
‖
１６：０８

１４：５５

１４：４８
�

１４：５８
‖
１５：０６

１４：０６

１３：５９
�

１４：０９
‖
１４：１７

１２：４５

１３：０６
�

１３：０９
‖
１３：１７

１１：５２

１１：４５
�

１１：５５
‖
１２：０３

１０：５５

１０：４８
�

１０：５８
‖
１１：０６

９：５５

９：４８
�

９：５８
‖
１０：０６

７：１１

－
�

谷汲小前

７：２４
‖
７：３２

７：１１

－
�

７：２１
‖
７：２９

樽見鉄道（大垣行）到着時間

樽見鉄道（樽見行）到着時間

コミュニティバス行先表示

谷 汲 口 駅～

谷 汲 山

谷
汲
口
駅

停
留
所
名

【谷汲山 → 谷汲口駅】 （土・日祝日用）

谷 汲 口 駅

１６：３８
‖
１６：４６
�
１６：４８

１７：１２

１５：３５
‖
１５：４３
�
１５：５８

１５：５１

１４：３５
‖
１４：４３
�
１４：５５

１４：４８

１３：４５
‖
１３：５３
�
１４：０６

１３：５９

１２：３０
‖
１２：３８
�
１２：４５

－

１１：３０
‖
１１：３８
�
１１：５２

１１：４５

１０：３５
‖
１０：４３
�
１０：５５

１０：４８

コミュニティバス行先表示

谷 汲 山～

谷 汲 口 駅

樽見鉄道（大垣行）接続

樽見鉄道（樽見行）接続

停
留
所
名

谷
汲
口
駅

【谷汲口駅 → 谷汲山】 （土・日祝日用）

１６：４８

１７：１２
�

谷 汲 山

１７：１４
‖
１７：２２

１５：５８

１５：５１
�

１６：００
‖
１６：０８

１４：５５

１４：４８
�

１４：５８
‖
１５：０６

１４：０６

１３：５９
�

１４：０９
‖
１４：１７

１２：４５

１３：０６
�

１３：０９
‖
１３：１７

１１：５２

１１：４５
�

１１：５５
‖
１２：０３

１０：５５

１０：４８
�

１０：５８
‖
１１：０６

９：５５

９：４８
�

９：５８
‖
１０：０６

樽見鉄道（大垣行）到着時間

樽見鉄道（樽見行）到着時間

コミュニティバス行先表示

谷 汲 口 駅～

谷 汲 山

谷
汲
口
駅

停
留
所
名

今月の特集
feature articles

【お問い合せ先】
●コミュニティバスに関する内容
揖斐川町役場 総務部 企画課２２―２１１１

●樽見鉄道に関する内容
樽見鉄道㈱ ０５８１―３４―８０３９

春の谷汲山 桜ダイヤ運行！ ４月１日～２０日
☆コミュニティバス（谷汲口線）・樽見鉄道時刻表

8IBIGAWA 2008 April



������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

徳
山
ダ
ム
上
流
域
を
核
と
し
た
、
揖
斐
川

水
源
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
・
活
用
策
を

推
進
す
る
揖
斐
川
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

協
議
会
が
２
月
１３
日
（
水
）
設
立
会
議
を
開

催
し
、
協
議
会
規
約
な
ど
の
承
認
を
得
て
発

足
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
、
名
古

屋
市
な
ど
の
流
域
自
治
体
や
水
資
源
機
構
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
４

月
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
下
部
組
織
と
し

い
の
ち

て
「
生
命
の
水
と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
廃
棄
物
の
投
棄
防

止
対
策
や
広
葉
樹
の
植
樹
・
間
伐
、
総
合
学

習
の
実
施
、
観
光
会
社
と
の
連
携
な
ど
を
行

い
、
上
下
流
域
が
一
体
と
な
っ
て
広
大
な
自

然
の
保
全
、
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

揖
斐
川
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
協
議
会
発
足
！

２
月
１８
日
（
月
）、「
豊
年
祈
願
祭
」
が
開

催
さ
れ
、
谷
汲
山
華
厳
寺
周
辺
で
岐
阜
県
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
谷
汲
踊
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
８
０
０
余
年
前
か
ら
伝
わ
る

武
者
踊
で
、
源
氏
が
平
家
を
滅
ぼ
し
戦
勝
を

祝
っ
て
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
そ
の

後
雨
乞
い
や
豊
年
を
祈
願
し
踊
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

当
日
は
谷
汲
観
光
協
会
に
よ
る
ご
祈
祷
餅

も
配
ら
れ
、
寒
い
中
観
光
客
８
０
０
０
人
が

詰
め
か
け
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

谷
汲
踊
鳳
凰
の
舞

豊
年
祈
願
祭
開
催
！

岐
阜
県
保
護
司
会
連
合
会
主
催
で
行
わ
れ

た
第
５７
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
北
和
中
学
校
３
年
の
細
野
め

ぐ
み
さ
ん
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、
２
月

１５
日
（
金
）、そ
の
報
告
に
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。今

回
の
受
賞
で
細
野
さ
ん
は
、
「
私
の
作

文
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
、
う

れ
し
い
で
す
。
社
会
を
明
る
く
す
る
こ
と
は
、

一
人
で
は
困
難
だ
け
ど
、
私
だ
け
で
も
あ
り

が
と
う
と
お
か
げ
さ
ま
で
の
気
持
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞

３
月
１０
日（
月
）、
町
内
の
中
学
校
６
校
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
揖
斐
川
中
学
校

１
３
３
人
、
北
和
中
学
校
４４
人
、
谷
汲
中
学

校
４４
人
、
春
日
中
学
校
８
人
、
久
瀬
中
学
校

１４
人
、
坂
内
中
学
校
６
人
の
計
２
４
９
人
に

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
通
い
な
れ
た
学
び

舎
で
の
思
い
出
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

町
内
中
学
校
で
卒
業
式

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲勇壮華麗な「谷汲踊」

▲しっかりと卒業証書を受け取る生徒の皆さん

▲細野さんおめでとうございます。

▲揖斐川水源地域ビジョン推進協議会

設立会議の様子。
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西
濃
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
町

の
主
催
で
、
「
揖
斐
の
山
菜
に
つ
い
て
学
び
、

食
べ
て
み
よ
う
！
」
が
、
３
月
１
日
（
土
）、

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
は
、
町
内
の
山
菜
の
文
化
や

採
り
方
を
理
解
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
岐
阜

薬
科
大
学
の
水
野
瑞
夫
名
誉
教
授
に
よ
る

「
揖
斐
の
山
菜
の
魅
力
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
次
の
年
も
採
れ

る
よ
う
に
す
る
採
り
方
や
、
入
山
の
マ
ナ
ー

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

揖
斐
の
山
菜
に
つ
い
て
学
び

食
べ
て
み
よ
う
！

３
月
１
日
（
土
）、谷
汲
深
坂
の
四
ツ
谷
沼

ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
で
、
環
境
保
全
を
図
る
た

め
記
念
植
樹
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
雨
が
降
る
中
、
谷
汲
深
坂
地
区
の
住
民

の
皆
さ
ん
約
１
８
０
人
が
集
ま
り
、
マ
ユ
ミ

や
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
な
ど
１０
種
２

０
０
本
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

家
族
や
隣
の
人
と
助
け
合
い
な
が
ら
行
わ

れ
た
今
回
の
植
樹
作
業
は
、
農
地
や
水
の
環

境
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

よ

つ

や

四
ツ
谷
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
で

記
念
植
樹

こ
の
度
、
次
の
皆
さ
ん
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

ふ
じ
は
ら

藤
原

ま
さ
さ
ん

（
春
日
小
宮
神
）

２
月
４
日
（
月
）

９５
歳

ま
す
だ

増
田

フ
サ
エ
さ
ん
（
三
倉
）

２
月
８
日
（
金
）

９５
歳

ま
つ
お
か

ま
つ
た
ろ
う

松
岡

松
太
郎
さ
ん
（
三
輪
）

２
月
１６
日
（
土
）

９５
歳

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
う
だ

ふ

み

香
田

冨
美
さ
ん
（
三
輪
）

２
月
１８
日
（
月
）

９５
歳

た
か
は
し

高
橋

ハ
ル
さ
ん
（
北
方
）

２
月
２０
日
（
水
）

９５
歳

た
か
は
し

か
ず
ま

高
橋

一
馬
さ
ん
（
乙
原
）

２
月
２５
日
（
月
）

９５
歳

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▲力を合わせ行われた植樹作業

香田 冨美さん
耳は遠くなりましたが、
目はしっかりしてみえま
す。毎日新聞を読んだり、
日記を付けたりと、規則
正しい生活を心がけてみ
えるそうです。

藤原 まささん
ふじつる

藤蔓で見事な藤びくを
編まれます。藤原さんの
作る藤びくは丈夫にでき
ていると、ご近所でも評
判だそうです。

▲水野先生の講演の様子

高橋 ハルさん
ご家族と一緒に、大き

なバースディケーキでお
誕生日をお祝いされまし
た。

増田 フサエさん
ご近所をいつも散歩し

てお墓やお寺をお参りし
ているそうです。お友達
とのおしゃべりが好きな
明るいおばあさんです。

高橋 一馬さん
皆様に 御世話になって
九十五年
至福の境地 今日に極ま
る

お気持ちを詠んだ句を
頂きました。ありがとう
ございます。

松岡 松太郎さん
ゲートボールが大好き
で全国大会に出場された
事もあるそうです。今も
現役でプレイしてみえま
す。
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中
央
公
民
館
こ
と
ぶ
き
大
学
生
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
高
齢
者
学
級
『
こ
と
ぶ
き
大
学
』
を
年

十
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
前

田
幸
子
さ
ん
や
旧
徳
山
村
の
研
究
を
し
て
お

の

べ
ひ
ろ
こ

ら
れ
る
滋
賀
県
立
大
学
野
部
博
子
准
教
授
な

ど
を
講
師
に
お
迎
え
し
た
ほ
か
、
高
山
市
へ

バ
ス
研
修
に
も
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
童
謡

を
歌
う
講
座
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
、

時
に
は
時
事
問
題
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
楽
し

く
学
習
で
き
る
講
座
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
窓
口
は
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で

す
。☆

対
象
者

原
則
６０
歳
以
上

☆
年
会
費

１
０
０
０
円
（
年
会
費
の
ほ
か

に
、
バ
ス
研
修
等
で
別
途
参
加
費
を
徴
収
）

申
込
用
紙
は
、
各
振
興
事
務
所
、
揖
斐
川

町
中
央
公
民
館
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
先
】
社
会
教
育
課
（
中
央
公

民
館
内
）
℡
２
２－

１
１
２
０

揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
（
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ユ
ー

ス
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
／
有
志
青
年
社

会
奉
仕
家
）
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。高

校
生
中
心

の
団
体
で
、
町

内
で
行
わ
れ
る

行
事
の
協
力
、

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
指
導
な

ど
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子

ど
も
と
接
す
る
機
会
も
多
く
、
子
ど
も
好
き

の
人
に
は
楽
し
い
活
動
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
お
持
ち
の

人
、
活
動
を
通
じ
て
友
達
を
増
や
し
た
い
人

な
ど
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
中
央
公
民
館
内
）
ま
で
お
気

軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
２
３－

０

１
１
５
）

揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
会
員
募
集

あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

揖
斐
川
町
で
は
現
在
、「
揖
斐
川
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
中
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
」

を
作
り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場

を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

人
材
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

地
域
の
活
動
情
報
を
定
期
的
に
郵
便
や
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
、
そ
の
中
で
参
加
し
た
い

活
動
を
選
び
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま

す
。人

材
バ
ン
ク

登
録
希
望
者
の

年
齢
制
限
な
ど

は
特
に
あ
り
ま

せ
ん
。

詳
し
い
お
問
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（
２

３－

０
１
１
５
）
ま
で
。

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
運
動
」の

推
進
を
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
宣
言
！

「
早
寝
・
早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動
」
は
、

昨
年
の
９
月
に
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
宣
言
さ
れ
て
お
り
、
去
る
２
月
２２
日

に
は
揖
斐
川
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
「
こ
の
運

動
の
良
さ
を
実
践
に
よ
っ
て
味
わ
い
、
互
い

に
交
流
し
我
が
子
、
地
域
の
子
を
よ
り
よ
い

人
材
に
育
成
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。」

と
宣
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
平
成
１９
年
度
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
運
動
指
定
校
」
と
し
て
、
教
育
委

員
会
よ
り
北
和
中
学
校
区
の
大
和
小
学
校
・

北
方
小
学
校
・
北
和
中
学
校
の
３
校
が
指
定

さ
れ
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
公
民
館
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
調
査
か
ら
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
は
学
力
と
相
関
す
る
。」「
朝
食
を
と

ら
な
い
人
が
増
え
不
規
則
な
生
活
か
ら
自
閉

症
、
意
欲
の
低
下
、
生
徒
の
非
行
、
生
活
習

慣
病
が
増
加
し
て
い
る
。」「
小
５
か
ら
中
２

ま
で
は
１
日
に
睡
眠
時
間
が
７
〜
８
時
間
、

中
３
で
は
６
〜
７
時
間
と
る
生
徒
の
成
績
が

高
い
。」「
早
起
き
し
て
朝
の
光
を
浴
び
、
リ

ズ
ム
運
動
を
取
り
入
れ
る
と
神
経
伝
達
物
質

が
増
え
て
気
力
に
満
ち
た
１
日
が
始
ま
る
。」

等
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
リ
ズ
ム
を
向
上

さ
せ
、
よ
り
よ
い
人
材
を
育
成
す
る
全
町
で

の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

公
民
館
活
動

☆
大
和
・
北
方
・
小
島
・

永
公
民
館

《
カ
ワ
ニ
ナ
放
流
》

◆
日
時

４
月
１７
日
（
木
）

☆
揖
斐
・
清
水
公
民
館

《
カ
ワ
ニ
ナ
放
流
》

◆
日
時

４
月
１８
日
（
金
）
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そそろろそそろろ運運動動ししててみみたたらら！！
メタボ予防・改善、心身共に若返りたい

ストレスの軽減などに運動は良い効果があります。

運動の仕方はアドバイス致しますので一度お越しください。

揖斐川健康広場 トレーニングルーム利用案内

トレーニングルームにはトレーニング機器が約３０台、スタジオ、マッサージ器、ストレッチスペース、温
水シャワーの設備が整っています。また、常時専門スタッフが運動のアドバイスをおこないますので安心
してご利用できます。

トレーニングルームご利用には

☆ 初回講習を受けていただきます。この時点で施設のご案内、機器の取り扱いなどの説明、問診、登録手続を
おこないます。火～日曜の２０時までにご入場ください。
☆ 初回講習を含め、ご利用には使用料が必要となります。１回３１０円（回数券、定期券もあります）
☆ 服装：トレーニングウェアー・室内シューズ

登録が済めば

９時から２１時３０分まで自由にトレーニングルームのご利用ができます。（月曜休館）

☆サービスプログラムとして、下記のプログラムも参加できます。

料 金

トレーニングルーム利
用
登録者は無料（但し、
トレーニングルーム使
用料は必要となりま
す）

☆その他健康づくり教室のご紹介

各種プログラム（成人１０回コース・３期）（子ども１５回コース・２期）
『レディースフィットネス教室』女性の為の健康づくりプログラム『ラクラク健康づくり教室』６０歳以上の
方対象プログラム、その他、『幼児体育教室』２～３歳児対象『幼児ミニスポーツ教室』３～５歳児対象の
各種プログラムを開講しています。詳しくは健康広場までお問い合わせください。TEL２１－３１００

対 象

１６才以上
でトレー
ニングル
ーム登録
者

日 程

火曜日１０：４５～１１：４５
水曜日２０：００～２１：００

水曜日１０：３０～１１：００
（月により変更があり
ます。事前にお問い合
わせください）

原則毎月１回
（実施日は別途ご案内）

内 容

音楽にあわせ、楽しく
有酸素運動ができます。

シェイプアップはもち
ろん、身体のゆがみを
矯正し腰痛、肩こり予
防にも効果があります。

専門スタッフによる生
活習慣病予防相談・体
力測定

プログラム名

エアロビックダンス

ヨガ（体験）

ストレッチ＆

体力測定
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全国各地から３１チームが参加し、全国大会でも活躍する高校生達の
ハイレベルな熱戦が繰り広げられます。

■開会式 ４月４日（金）１０：００～
於：揖斐川健康広場

■競 技 ４月４日（金）～４月６日（日）
■会 場 揖斐川健康広場ビッグランド、市場グラウンド

谷汲総合グラウンド、脛永グラウンド

久瀬山村広場 計５会場８面

（天候により中止あるいは、会場が変更する場合もあります。）

■参加校 全国各地から３１チーム

日立ソフトウェア
H I T A C H I （６位）

VSデンソー
D E N S O （５位）

注 （ ）内は平成１９年度日本女子ソフトボール１部リーグの成績です。

４月３日（木）１０：００～ 於：揖斐川健康広場ビッグランド

北京オリンピック女子日本代表候補選手を含む全日本女子１部リーグの
日本トップレベルの試合を目の当たりにしてください。

実技講習会を開催
揖揖斐斐川川健健康康広広場場ビビッッググラランンドド
４４月月３３日日（（木木））１１３３：：００００～～
北京オリンピック
女子日本代表候補選手から

直接指導してもらうチャンスです！
雨天時は室内シューズを持参ください。

お問い合せ先 揖斐川町教育委員会スポーツ振興課（揖斐川町中央公民館内）

ＴＥＬ ０５８５‐２３‐０１１５
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小
説
・
文
学
書

う
ち
へ
か
え
ろ
う

小
川
内
初
枝

松
風
の
人

津
本

陽

生
き
て
い
て
も
い
い
か
し
ら
日
記

北
大
路
公
子

ド
ラ
キ
ュ
ラ
城
の
舞
踏
会

赤
川
次
郎

幽
霊
法
廷

赤
川
次
郎

会
津
・
友
の
墓
標

西
村
京
太
郎

そ
う
か
、
も
う
君
は
い
な
い
の
か

城
山
三
郎

エ
ク
サ
バ
イ
ト

服
部
真
澄

親
指
の
恋
人

石
田
衣
良

小
説
防
衛
省

大
下
英
治

新
・
御
宿
か
わ
せ
み

平
岩
弓
枝

無
言
の
旅
人

仙
川

環

お
ん
り
ー
・
イ
エ
ス
タ
デ
ィ

石
原
慎
太
郎

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

小
手

鞠

実

用

書

節
約
主
婦
９
人
の
暮
ら
し
ワ
ザ

人
は
顔
が
十
割

人
相
を
読
む
技
術
写
真

病
気
に
な
ら
な
い
１５
の
食
習
慣

日
野
原
重
明

あ
〜
勘
違
い
運
転
術

山
口
宗
久

乙
女
の
大
阪

甲
斐
み
の
り

私
は
な
ぜ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
生
き

る
の
か

ド
リ
ス
・
コ
リ
ン
ズ

歴
代
首
相

小
林
弘
忠

ラ
ク
ラ
ク
家
庭
菜
園

木
村
正
典

世
界
の
環
境
地
図

原

剛

科
学
で
わ
か
る
料
理
の
ツ
ボ

左
巻
健
男

遺
さ
れ
た
人
び
と
の
心
の
声
を
聴
く

中
島
由
佳
利

感
動
す
る
脳

茂
木
健
一
郎

偶
然
力

石
田
太
郎

天
気
図
が
わ
か
る

三
浦
郁
夫

親
の
品
格

坂
東
真
理
子

母
の
品
格

多
湖

輝

日
本
史

宮
地
正
人

児

童

書

日
本
の
林
業

白
石
則
彦

あ
た
ま
山

斎
藤

洋

道
成
寺

白
石
皓
大

舎
利

小
田
切

恵
子

ほ
ね
ほ
ね
た
ん
け
ん
た
い

西
沢
真
樹
子

も
っ
と
知
ろ
う
よ

２
・
３
巻

山
崎
智
嘉

一

般

書

夢
霊

桑
原
美
波

負
の
紋
章

ヒ
キ
タ
ク
ニ
オ

三
幕
の
殺
意

中
町

信他

実

用

書

大
満
足
リ
フ
ォ
ー
ム
キ
ッ
チ
ン

学
研

仕
事
が
は
か
ど
る
エ
ク
セ
ル
の
技

幸
せ
に
な
る
手
相
大
事
典

田
口
二
州

夫
の
財
布
妻
の
財
布

今
井
美
紗
子

児

童

書

昆
虫
た
ち
の
擬
態

海
野
和
男

ゆ
き
の
ひ
の
わ
す
れ
も
の

か
さ
い
ま
り

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ひ
な
ま
つ
り

相
野
谷
由
紀

ぶ
た
さ
ん
ち
の
ひ
な
ま
つ
り

板
橋
敦
子

ね
え

さ
と
う
あ
き
ら

今
月
の
一
冊

野
村
の
流
儀

野
村
克
也

野
村
監
督
に
と
っ
て
プ
ロ
と
は
�

プ
ロ
は
技
術
的
な
限
界
を
感
じ
て
か
ら
、
本
当

の
戦
い
が
始
ま
る
の
だ
。

野
村
語
録

人
生
の
教
え
と
な
る
２
５
７
の
こ

と
ば古

い
雑
誌
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
揖
斐
川
図
書
館
へ
お
越
し
下
さ
い
。

期

間

４
月
５
日
�
〜
４
月
１３
日
�
ま
で

雑
誌
名

ア
サ
ヒ
パ
ソ
コ
ン
、
メ
ン
ズ
ノ
ン
ノ
、

ノ
ン
ノ
、
お
し
ゃ
れ
工
房
、
オ
レ
ン

ジ
ペ
ー
ジ
、
サ
ラ
イ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
、
文
芸
春
秋
な
ど

（
主
に
平
成
１７
年
度
分
雑
誌
）

読
書
サ
ー
ク
ル
「
合
歓
の
木
」

毎
月
第
３
火
曜
日

午
前
中

毎
月
テ
ー
マ
本
を
決
め
て
読
み
ま
す
。

代
表

細
野
豊
彦

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
愛
音
の
会
」

毎
月
広
報
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
町
内
希
望

者
に
配
布
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

代
表

石
原
正
生

お
は
な
し
「
た
ま
ご
」

子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ

代
表

細
野
裕
子

お
は
な
し
の
会
「
ま
ど
」

月
１
回

図
書
館
で
の
お
話
会

人
形
劇
、
紙
芝
居

代
表

奥
田
敦
子

文
学
講
座
「
雨
月
物
語
」

講
師

三
木
秀
生
先
生

毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
中

会
費

６
５
０
０
円
／
年

代
表

石
原
正
生

詳
細
は
図
書
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

４
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
４
月
３０
日
�

月
末
整
理
日

４
月
２５
日
�

い
び
が
わ
新
着
図
書
紹
介

た
に
ぐ
み
新
着
図
書

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
週
間

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集と

き

４
月
５
日
�

１４
時
３０
分
か
ら

と
こ
ろ

揖
斐
川
図
書
館

お
は
な
し
の
へ
や

大
型
絵
本

「
ゆ
う
た
は
と
も
だ
ち
」

お
は
な
し

「
大
旅
行
」

他

14IBIGAWA 2008 April



��������������������������������������������
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うう
「「
卯卯
のの
花花
月月
」」展展
をを
開開
催催
しし
まま
すす
！！

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
が
収
蔵
し
て
い

く
ん
ぷ
う

る
春
か
ら
薫
風
五
月
に
か
け
て
の
作
品
を
展

示
い
た
し
ま
す
。

●
期
間

４
月
８
日
�
〜
５
月
１８
日
�

●
主
な
展
示
作
品

し
ょ
う
き
ぞ
う

み
の
む
し
さ
ん
じ
ん

鍾
馗
像

蓑
虫
山
人

画

の
は
ら
お
う
し
ゅ
う

左
馬

野
原
櫻
州

画

矢
の
図

野
原
櫻
州

画

鯉
の
ぼ
り
の
図

野
原
櫻
州

画

昭
和
初
期
の
鯉
の
ぼ
り

び
ょ
う
ぶ

関
が
原
合
戦
絵
図

屏
風

子
ど
も
大
将

第
１
回
は
５
月
１０
日
�
１４
時
〜
１６
時

５
月
〜
１０
月
ま
で
全
６
回

毎
月
第
２
土
曜
日

●
内
容

揖
斐
川
町
に
関
す
る
古
文
書
読
解

●
講
師

田
中

豊

先
生

●
受
講
料

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
５
０
０
円
程
度

〔
お
申
し
込
先
〕

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

℡
２
２－

５
３
７
３

古古
文文
書書
講講
座座
受受
講講
生生
募募
集集

平平
成成
２２００
年年
度度
銃銃
砲砲
刀刀
剣剣
類類

登登
録録
審審
査査

●
会
予
定
表

４
月
１６
日
�

県
庁
大
会
議
室

５
月
１５
日
�

西
濃
総
合
庁
舎

６
月
１７
日
�

県
庁
大
会
議
室

８
月
２１
日
�

県
庁
大
会
議
室

９
月
１１
日
�

関
市
文
化
会
館

（
新
作
刀
の
み
）

１０
月
１
日
�

県
庁
大
会
議
室

１１
月
１３
日
�

関
市
文
化
会
館

（
新
作
刀
の
み
）

１２
月
１６
日
�

県
庁
大
会
議
室

１
月
８
日
�

西
濃
総
合
庁
舎

２
月
１９
日
�

県
庁
大
会
議
室

３
月
１３
日
�

関
市
文
化
会
館

（
新
作
刀
の
み
）

●
時
間

１０
時
〜
１５
時

●
手
数
料

一
件

６
３
０
０
円

詳
細
は
岐
阜
県
教
育
委
員
会

社
会
教
育

文
化
課
ま
で

℡
０
５
８－

２
７
２－

１
１
１
１

最
近
老
人
福
祉
施
設
か
ら
の
来
館
者
が
増

え
ま
し
た
。

老
人
の
方
々
に
は
昔
懐
か
し
い
物
ば
か
り

で
、
子
ど
も
の
よ
う
に
目
を
輝
か
せ
、
手
で

触
れ
て
さ
わ
っ
て
昔
を
思
い
出
し
て
話
か
け

ら
れ
、
こ
れ
を
回
想
療
法
と
い
う
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
大
勢
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

資資
料料
館館
見見
学学
者者

平成２０年 春の全国交通安全運動
実施期間 ４月６日（日）～４月１５日（火）
地域ぐるみで守ろう 子どもとお年寄り

運動の基本
○子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点
○すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
○自転車の安全利用の推進
○飲酒運転の根絶
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議会だより
第２回揖斐川町議会 定例会

平成２０年第２回揖斐川町議会定例会が３月６日から１４日までの会期で開催され、議会構成が改選
されました。

平
成
２０
年
第
１
回
臨
時
会

２
月
２１
日
�
に
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
１９
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て農

林
水
産
省
に
よ
る
農
家
を
支
援
す
る
緊
急
対
策

と
し
て
県
補
助
金
１
２
１
３
万
円
を
受
け
、
こ
れ
を

町
内
３
営
農
組
織
が
整
備
す
る
穀
物
遠
赤
外
線
乾
燥

機
購
入
費
に
助
成
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
一
般
会

計
予
算
額
は
１
５
６
億
４
２
９
９
万
４
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

常任委員会

産業建設常任委員会

高 橋 卓

高 橋 久 好

宗 宮 哲 哉

所 登喜雄

山 本 猷 治

川 村 邦 正

中 井 治 美

高 橋 嘉 明

健康福祉常任委員会

高 橋 毅

伊 藤 政 治

林 幹 夫

平 井 正 光

清 水 政 則

野 原 康 義

市 田 茂 和

石 原 潤一�

総務文教常任委員会

錦 野 悦 朗

山 口 保

森 本 哲 弘

坪 井 重 憲

山 口 好 文

高 橋 元 之

竹 中 敏 明

森 本 文 一

小 倉 昌 弘

区 分

委 員 長

副 委 員 長

委 員

議会運営委員会

錦 野 悦 朗

高 橋 卓

高 橋 毅

高 橋 久 好

山 口 保

伊 藤 政 治

委 員 長

副 委 員 長

委 員

議会だより

所 登喜雄 議長

本定例会で議決された案件、一般質問などは、
次号でお知らせします。

森本 哲弘 副議長
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平
成
２０
年
度

が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
が
始
ま
り
ま
す

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
２０
年
度
も
４
月
か
ら
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

総
死
亡
の
約
３
割
を
占
め
る
「
が
ん
」
で
す
が
、
検
診
等
に
よ
り
、
早
期
に
発
見
さ
れ
治

療
に
つ
な
が
っ
た「
が
ん
」は
、
治
る
率
も
高
く
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

対
象
の
年
齢
に
な
り
ま
し
た
ら
、
年
に
１
度
の
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
対
象
年
齢
に

な
ら
れ
た
方
と
、
平
成
１９
年
度
に
受
診
さ
れ
た
方
は
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

の
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
自
覚
症
状
の
あ
る
方
は
、
検
診
を
待
た
ず
に
早
め
に
病
院
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時
実
施
し
ま
す
。
４０
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
全
員
に

ご
案
内
し
ま
す
。
４１
歳
以
上
の
対
象
と
な
る
方
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
検
診
に
必
要
な
情
報
を
検
診
実
施
機
関
に

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
自
己
負
担
金
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
細
な
日
程
は
折
り
込
み
の
保
健
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
揖
斐

川
保
健
セ
ン
タ
ー
へ（
℡
２
３－

１
５
１
１
）

麻
し
ん
及
び
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

（
３
期
及
び
４
期
）が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

麻
し
ん
及
び
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の
対
象

者
は１

期

生
後
１
才
以
上
２
才
未
満
児

２
期

就
学
前
１
年
間
に
あ
る
児

平
成
２０
年
度
４
月
よ
り
、

３
期

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

４
期

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
方
に
も
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

を
受
け
る
機
会
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
２
期

・
３
期
・
４
期
の
対
象
者
に
は
、
個
別
に
予

診
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
町
内
の
医
療
機

関
に
予
約
し
て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

（
な
お
、
医
療
機
関
は
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

受
診
の
際
は
、
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
く
だ
さ
い
。

り
か
ん

・
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
両
方
に
罹
患
し
た

方
は
、
混
合
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

り
か
ん

麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
い
ず
れ
か
に
罹
患

し
た
場
合
は
、
混
合
予
防
接
種
が
で
き
ま
す
。

※

母
子
健
康
手
帳
が
無
い
場
合
は
、
揖
斐

川
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
２
３－

１
５
１

１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

胃・大腸・前立腺がん検診・肝炎ウィルス検診

こんな人は要注意！

・塩辛く味付けの濃いも
のが好き

・毎日大量に飲酒する
・ふだんから胃の調子が
悪い

・慢性的な胃炎がある
・やせた、黒いタール便
＊自覚症状がないことも
多い

・動物性脂肪を多く摂っ
ている

・食物繊維（野菜など）
が少ない

・便に血や粘液が混じる
・下痢と便秘を繰り返す
・腹痛、便が細い・出に
くい

・尿の出が悪い
＊自覚症状がないことも
多い

・過去に肝機能検査で異
常を指摘された方

・輸血等をする広範囲な
外科的処置を受けた方

・妊娠分娩時に多量に出
血した方

・過去に肝炎検診を受け
たことがない方

内 容

胃部Ｘ線間接撮影：バ
リウムを飲んで、胃
エックス線写真を７枚
撮影します

便潜血検査（２日法）：
採便された便の中に血
液が含まれているかを
検査します

PSA値測定（血液検
査）：血液の中に含ま
れるPSA（前立腺特異
抗原）を測定します

血液検査：腕から少量
の採血を行いＢ型・Ｃ
型肝炎ウィルス検査を
します

対象年齢
（平成２１年
３月３１現在）

４０歳以上

４０歳以上

５０歳以上
男性

①４０歳の方
②４１歳～７６歳
で、右記に
該当する方

検診名
検診料（自己負担）

胃がん検診
３，６７５円（８００円）

大腸がん検診
１，５７５円（３００円）

前立腺がん検診
１，８９０円（４００円）

肝炎ウィルス検診
３，４００円（５００円）

子宮・乳房がん検診

こんな人は要注意！

・不正出血、おりものがある
・妊娠、出産回数が多い
・性交渉の相手が多い
・タバコを吸っている

・乳房のしこりや異常がある
・乳首の微少出血がある
・母、姉妹が乳がんにかかった
・出産したことがない、初産が
高齢

・高たんぱく・高脂肪の食事が
多い

内 容

細胞診：膣内に綿棒ま
たはヘラを挿入し細胞
を採取して行います。
内診を行います

視触診：乳房のくぼみ
や引きつり、しこり等
が無いか診ます
超音波検査：仰向けに
なり、超音波を当て、
乳房の画像を見ます

左右の乳房を側面から
１回ずつレントゲン撮
影します

対象年齢
（平成２１年
３月３１日現在）

２０歳以上
女性

３０歳以上
女性

４０歳以上
女性

検診名
検診料（自己負担）

子宮（頚）がん検診
３，１５０円（７００円）

乳房がん検診
３，１５０円（５００円）

乳房Ｘ線撮影
１，５７５円（２００円）
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これまで町が実施していた「基本健診」は２０年３月末で終了となり、皆さんがそれぞれ加入されている国民健康

保険、共済組合、政府管掌健康保険等の「医療保険者」が、「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」に着

目した健診（特定健康診査）を実施します。

また、その健診結果で「メタボリックシンドローム」やその「予備群」と判定された方に、「医療保険者」が積

極的な保健指導（特定保健導）を実施することとなりました。

平成２０年４月からの健診は…

がい 

※上記の健康診査・健康診断以外にこれまで町が実施していた「がん検診」・「結核健診」等は、これまでどおり揖

斐川町が実施します。

※６５歳以上で要介護認定を受けていない方の心身の状況をチェックする「生活機能検査」は、「特定健康診査」と

同時に行います。

特定健康診査の結果に基づいた新しい保健指導がスタート！
４０歳から７４歳の方には、「メタボリックシンドローム」等の生活習慣病予防のため、「特定健康診査」の結果か

ら生活習慣等の改善の必要性に応じて３つのグループに分け、生活・運動・食習慣改善に向けて専門家（保健師、

栄養士等）によるサポートやアドバイスを行います。この新しい保健指導を「特定保健指導」といい、皆さんが加

入されている「医療保険者」が実施します。

揖斐郡揖斐川町上南方１６５－１

〒５０１－０６０３

揖斐川保健センター（健康増進課）

電話：０５８５－２３－１５１１

平成２０年４月か
ら
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障がい 

１９年度、町の婦人健診、
レディース健診受診者
及び２０年度３０歳到達
者には、受診票を送付
します。それ以外の方
で受診を希望する方は、
揖斐川保健センターに
お申し込みください。 

赤
ち
ゃ
ん
は
、
言
葉
は
し
ゃ
べ
れ
な
く
て
も
、
ご
両
親

の
声
や
周
り
の
音
を
聞
い
て
、
言
葉
を
覚
え
、
そ
の
意
味

を
理
解
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
生
ま
れ
つ

き
耳
の
き
こ
え
に
障
が
い
が
あ
る
お
子
さ
ん
が
、
千
人
に

１
〜
２
人
生
ま
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

聴
覚
障
が
い
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
に
発
見
し
、
適
切

な
支
援
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
長
発
達
を
促

す
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
生
児
聴

覚
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
新
生
児
聴
覚
検
査
と
は
、
生

後
１
〜
２
日
目
こ
ろ
の
入
院
中
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、

自
然
睡
眠
中
に
頭
に
専
用
の
器
具
を
貼
り
つ
け
て
、
さ
さ

や
き
声
く
ら
い
の
小
さ
な
音
を
聞
か
せ
て
、
音
が
聞
こ
え

た
と
き
に
出
る
脳
波
の
一
種
を
検
査
す
る
方
法
で
す
。
検

査
の
申
込
み
は
、
出
産
予
定
の
医
療
機
関
に
な
り
ま
す
。

検
査
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
約
４

５
０
０
円
〜
７
０
０
０
円
で
す
。
３
月
３１
日
ま
で
に
検
査

を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
検
査
費
用
の
一
部
を
岐
阜
県
が

補
助
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
以
降
の
検
査
は
こ

の
補
助
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
揖
斐
川
町

で
は
４
月
１
日
以
降
に
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
へ
、
検
査

費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

★
対
象
者

４
月
１
日
以
降
に
検
査
を
受
け
た
新
生
児

（
住
民
票
が
揖
斐
川
町
に
あ
る
児
）
の
保
護
者

★
助
成
金
額

３
０
０
０
円
（
検
査
料
が
３
０
０
０
円
に

満
た
な
い
時
は
そ
の
額
）

★
申
請
方
法

妊
娠
届
出
時
に
説
明
し
ま
す
。
既
に
妊
娠

届
出
を
さ
れ
た
方
で
、
出
産
予
定
日
が
４
月
１
日
以
降

の
方
に
は
、
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

★
申
請
場
所

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
２
３－

１
５
１
１

新
生
児
聴
覚
検
査
費
の
助
成
を
は
じ
め
ま
す

ああああああああああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののののののののののののののの受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診はははははははははははははははははははははははははははははははは……………………………………………………………………………………平成２０年４月か
らの健診は？
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森森林林にに関関すするるアアンンケケーートトににつついいてて
森林は水源のかん養や災害の防止など、私たちの暮らしにとって大切な働きがたくさんありま
す。特に最近では地球温暖化防止対策として森林のもつ二酸化炭素吸収の働きに大きな期待が寄
せられており、今まで以上に森林をしっかりと守り育てることが必要となっています。このよう
な中、揖斐川町森林づくり推進会議での今後の話し合いの参考とするため、１１月１７日～１８日のい
び川農協農業祭において森林に関するアンケート調査を行ないましたので報告します。

・・アアンンケケーートト結結果果ににつついいてて
設問は、１０問で、２００人の方からアンケートをいただきました。当日は、苗木の配布も行い好
評でした。
回答者のうち揖斐川町在住の人が約８割、森林を所有している人は約３．５割でした。男性と女
性の回答割合は約４：６でした。アンケート結果は、森林の役割として、山地災害の防止や水資
源のかん養の働きがあることについてはよく知られており関心が高く、森林のそれぞれの働きに
も期待が高い結果となりました。
主な、問いについての結果を下記に示します。

全体的には、山地災害の防止、水を蓄える働き、二酸化炭素の吸収の働きへの期待が高く、森
林所有の有無での特徴を見てみると、有の人は木材利用、きのこ等の生産、山地災害防止と森林
の直接的な利用や働きに対し、無の人は、水を蓄える働き、二酸化炭素の吸収の働き、安らぎう
るおいの場というような環境面的な働きに対しより期待が高い結果となりました。

全体的には、森林の手入れへの支援、森林の大切さの普及啓発への期待が高い。森林所有の有
無での特徴を見てみると、有の人は木材利用促進、森林整備のための道づくりに期待に対し、無
の人は森林環境教育、ボランティア活動への支援に対しより期待が高い結果となりました。

○○皆皆様様のの協協力力がが必必要要でですす��（（間間伐伐のの推推進進ににごご協協力力くくだだささいい））
間伐の実施については、県、町、森林組合が連携しさまざまな支援をしています。しかし所有者の皆さんのご協力なしで
は実施できません。

【お問い合せ先】 補助制度の採択要件、間伐の相談等お気軽にお問い合わせください。
揖斐川町役場 農林振興課（ＴＥＬ２２－２１１１）・揖斐郡森林組合（ＴＥＬ２２－６５１１）・揖斐農林事務所 林業課（ＴＥＬ２３－１１１１）

揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

〜
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
〜

【
第
五
回
】
森
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

（
揖
斐
川
町
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局
）

▲アンケート実施の様
子（農業祭）
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子子
育育
てて
支支
援援
のの
おお
知知
らら
せせ

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

町
内
在
住
の
未
就
園
児
親
子

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

土
、
日
曜
日
、
祝
日

■
開
所
時
間

９
時
〜
１６
時

紙
芝
居
の
会

鷲
見
先
生
に
楽
し
い
紙
芝
居
や
た
く
さ
ん

の
絵
本
を
読
ん
で
い
た
だ
け
、
ま
た
、
楽
し

い
育
児
講
話
も
…
。

親
も
子
も
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
！

先
生
の
魅
力
に
フ
ァ
ン
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。

●
月
曜
日
は
、
育
児
相
談
日
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
の

日
）
で
す
。
担
当
者
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
♪
印
の
あ
る
活
動
は
、
要
予
約
で
す
。

●
５
月
の
行
事
の
予
約
受
付
期
間
は
、
４
月

２３
日
�
１３
時
か
ら
４
月
３０
日
�
１６
時
ま
で

●
詳
細
は
、
ぴ
っ
こ
ろ
だ
よ
り
を
見
て
く
だ

さ
い
。

揖
斐
川
町
の
幼
児
園
、保
育
園
の
子
育
て
支
援
！

（
か
す
が
保
育
園
以
外
）

※
４
月
の
園
庭
開
放
は
、
お
休
み
で
す
が
、

５
月
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
遊
び

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
か
す
が
保
育
園

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７
‐
２
３
１
９

毎
週
月
曜
日
（
園
庭
開
放
日
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

毎
週
水
曜
日（
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２

月
２１
日
�
、
社
団
法
人
揖
斐
川
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
設
立

総
会
を
開
催

し
、
法
人
設

立
に
必
要
な

議
案
を
原
案

ど
お
り
決
定

い
た
だ
き
ま

し
た
。

平
成
２０
年
度
は
、
よ
り
大
勢
の
会
員

を
募
集
し
、
仕
事
を
お
引
き
受
け
対
応

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に

事
務
局
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

●
月
例
登
録
会
の
ご
案
内

町
内
に
お
住
ま
い
の
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
６０
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
（
年
会

費
と
し
て
２
千
円
が
必
要
で
す
。）健
康

と
生
き
が
い
の
為
に
、
ま
た
特
技
・
資

格
を
活
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

入
会
説
明
会
・
登
録
会
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
事
務
局
ま

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
説
明
会

４
月
２１
日
�
１０
時
〜
１１
時

■
登
録
会

４
月
２８
日
�
１０
時
〜
１１
時

３０
分

（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
０

９
０
７

揖揖
斐斐
川川
町町
シシ
ルル
ババ
ーー
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

２０年度開所式（揖斐川子育て支援センター）

誕生会（揖斐川子育て支援センター）

先生とあそぼ！（揖斐川子育て支援センター）

４日�

１５日�

２３日�

４月センタールーム活動（時間：１０：００～１１：３０）（おやつ指導のみ１１時開始）

金
４
２０年度開所式

１１
お友達とあそぼ！

１８
保健センター教室
２歳児教室

２５
前期子育て教室

説明会

木
３
新年度準備のため
園庭のみ開放

１０
お友達とあそぼ！

１７
前期子育て教室申込

９時～

２４
お友達とあそぼ！

水
２
新年度準備のため
園庭のみ開放

９
お友達とあそぼ！

１６
お友達とあそぼ！

２３
先生とあそぼ！

３０
お友達とあそぼ！

火
１
新年度準備のため
園庭のみ開放

８
お友達とあそぼ！

１５ ♪
誕生会

お話ルーム

２２ ♪
おやつ指導
お茶持参！

２９
祝 昭和の日

月

７
ＭＩＬＫの日
育児相談

１４
ＭＩＬＫの日
育児相談

２１
ＭＩＬＫの日

育児相談＆発育測定

２８ ♪
歯磨き教室

歯科衛生士指導
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戸戸
籍籍
・・
住住
民民
票票
のの
窓窓
口口
でで
のの「「
本本
人人
確確
認認
」」

等等
にに
つつ
いい
てて
法法
律律
がが
定定
めめ
らら
れれ
まま
しし
たた
。。

戸
籍
は
、
結
婚
し
た
こ
と
、
離
婚
し
た
こ

と
や
、
親
子
の
関
係
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
大

切
な
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
戸
籍
の
証
明

書
が
、
他
人
に
不
正
に
取
得
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
ま
た
、
他
人
が
虚
偽
の
届
出
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
戸
籍
に
真
実
で
な
い
記

載
が
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

本
年
五
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
と

な
る
法
律
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一

戸
籍
証
明
書
（
○注
参
照
）
の
交
付
請
求

の
際
の
正
当
な
理
由
の
明
示
と
本
人
確
認

①

正
当
な
理
由
の
明
示

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
又
は
そ
の

配
偶
者
、
直
系
の
親
族
の
方
（
以
下
「
本
人

等
」
と
い
い
ま
す
。）に
つ
い
て
は
、
戸
籍
証

明
書
を
利
用
す
る
理
由
の
記
載
は
不
要
で
す
。

本
人
等
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、
自
分
の

権
利
を
行
使
し
た
り
、
自
分
の
義
務
を
果
た

し
た
り
す
る
た
め
に
戸
籍
の
内
容
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
国
又
は
地
方
公
共
団

体
の
機
関
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な

ど
の
正
当
な
理
由
を
、
請
求
書
に
詳
し
く
書

く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②

「
本
人
確
認
」
を
行
い
ま
す
。

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、
運
転
免

許
証
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
の
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類（
以
下「
本

人
確
認
書
類
」
と
い
い
ま
す
。）の
提
示
に
よ

り
、
確
認
を
行
い
ま
す
。
代
理
人
や
使
い
の

方
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
委
任
状
な
ど
の

書
面
に
よ
り
代
理
権
限
の
確
認
も
行
い
ま
す
。

③

郵
便
に
よ
る
交
付
請
求
は
本
人
確
認
書

類
の
写
し
を
同
封
し
、
返
送
先
は
現
住
所

と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○注

住
民
票
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付

請
求
に
つ
い
て
も
法
律
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

二

養
子
縁
組
、
協
議
離
縁
、
婚
姻
、
協
議

離
婚
又
は
認
知
の
届
出
（
以
下
「
縁
組
等

の
届
出
」
と
い
い
ま
す
。）の
本
人
確
認
等

①

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、
「
本

人
確
認
」
を
行
い
ま
す
。

「
本
人
確
認
」
の
方
法
は
、
戸
籍
証
明
書

の
交
付
請
求
の
場
合
と
同
様
で
す
。

②

「
通
知
」
を
行
い
ま
す
。

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
、
縁
組
等
の
ご
本

人
で
あ
る
と
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

縁
組
等
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
ご
本

人
に
通
知
し
ま
す
。

③

「
不
受
理
申
出
」
を
受
け
付
け
ま
す
。

自
分
自
身
が
窓
口
に
来
た
こ
と
が
確
認
で

き
な
い
場
合
に
は
、縁
組
等
の
届
出
を
受
理

し
な
い
よ
う
、あ
ら
か
じ
め
市
区
町
村
長
に

申
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
以
下
「
不
受

理
申
出
」
と
い
い
ま
す
。）

不
受
理
申
出
及
び
そ
の
取
下
げ
は
、
市
区

町
村
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
「
本
人
確
認
」
を
行
い
ま
す
。

「
本
人
確
認
」
の
方
法
は
、
戸
籍
証
明
書
の

交
付
請
求
の
場
合
と
同
様
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

平平
成成
２２００
年年
度度
のの
国国
民民
年年
金金
保保
険険
料料

のの
納納
付付
にに
つつ
いい
てて

平
成
２０
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
４
４
１
０
円
で
す
。

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
通
常
の
口
座
振
替

の
場
合
、
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
が
保
険
料

の
納
付
期
限
で
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
当
月

末
に
口
座
振
替
を
行
う
場
合
は
、
５０
円
割
引

と
な
り
お
得
で
す
。

○
当
月
末
振
替
（
早
割
）
へ
の
変
更
手
続
き

既
に
、
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振
替
）
で
納

付
し
て
い
る
方
が
、
割
引
の
あ
る
毎
月
納
付

（
当
月
末
振
替
）
の
口
座
振
替
方
法
へ
変
更

す
る
場
合
は
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替

納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
に
記
入
の
う
え
、

役
場
若
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
（
変
更
）
申
出
書
」
は
役
場
ま
た
は
各
振

興
事
務
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す

・
初
回
振
替
時
の
取
扱
い
に
つ
い
て

毎
月
納
付（
当
月
末
振
替
）申
出
者
の
初

回
の
振
替
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
、
２

か
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
（
前
月
分
と

当
月
分
）
を
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
振
替
不
能
時
の
取
扱
い
に
つ
い
て

毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
）
に
つ
き
ま

し
て
、
当
月
末
日
に
口
座
振
替
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
翌
月
末
日
に

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
額
（
５０
円
の
割

引
は
あ
り
ま
せ
ん
。）で
再
振
替
を
行
い
ま

す
。

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

大
学（
大
学
院
）、短
大
、
各
種
学
校
等（
夜

間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課
程
の
方
も
含
ま

れ
ま
す
。）に
在
学
す
る
２０
歳
以
上
の
方
で
、

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る
場
合
、

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
の
保
険
料
を
猶
予

す
る
制
度
で
す
。

※
こ
の
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
の
で
、

忘
れ
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と

・
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
学
生
納
付
特
例
期

間
中
の
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
の
納
付
要
件
を
確
認
す
る
際
に
、
未

納
と
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
障
害

基
礎
年
金
の
初
診
日
よ
り
後
に
申
請
さ
れ

た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
納
付
要
件

を
確
認
す
る
際
に
、
未
納
期
間
と
み
な
さ

れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

・
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
、
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
な
い
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
承
認
さ

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
１０
年
前
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
追

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

猶
予
さ
れ
た
保
険
料
を
追
納
さ
れ
ま
す
と
、

こ
の
期
間
は
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

将
来
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
も
、
卒
業
し
た
ら
忘
れ
ず
に
追
納

し
ま
し
ょ
う
。
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６６５５
歳歳
以以
上上
のの
方方
をを
対対
象象
にに

生生
活活
機機
能能
評評
価価
をを
実実
施施
しし
まま
すす

み
な
さ
ん
「
年
を
と
る
と
生
活
機
能
（
心

身
の
働
き
）
が
低
下
す
る
の
は
仕
方
が
な
い

こ
と
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
確
か
に
高

齢
に
な
る
と
生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま

す
が
、
使
い
つ
づ
け
る
こ
と
や
更
に
鍛
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
低
下
を
防
ぎ
、
向
上
さ
せ
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
今
の
自
分
の
状
態

を
よ
く
知
り
、
生
活
機
能
の
低
下
が
な
い
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
介
護

予
防
に
積
極
的
に
つ
と
め
て
い
た
だ
き
、
い

つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
生
活
機
能
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

・
４
月
下
旬
に
、
６５
歳
以
上
の
方
（
要
支
援
、

要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き

ま
す
）
へ
「
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
表
」
を

郵
送
し
ま
す
。

・
「
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
表
」

２５
項
目
す

べ
て
に
つ
い
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
お
近
く
の
ポ

ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
生
活
機
能

の
低
下
の
心
配
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

（
特
定
高
齢
候
補
者
）
に
、
「
生
活
機
能

検
査
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
「
生
活
機
能
検
査
」
の
ご
案
内
は
後
日
郵

送
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
広
域
連
合

℡
２
３
‐
０
１
８
８

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
１
３
４
１

飼飼
犬犬
のの
放放
しし
飼飼
いい
をを
しし
なな
いい
でで
！！

飼
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
行
為
は
、
近
隣

の
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

飼
主
の
方
は
、
以
下
の
事
項
を
尊
守
し
て
下

さ
い
。

◎
犬
の
飼
主
の
遵
守
事
項

・
犬
を
檻
等
の
囲
い
の
中
で
飼
養
し
、
又
は

綱
も
し
く
は
鎖
で
確
実
に
つ
な
い
で
飼
養

す
る
こ
と
。

・
人
の
生
命
、
身
体
等
を
侵
害
し
な
い
よ
う

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

・
犬
を
そ
の
種
類
、
健
康
状
態
等
に
応
じ
て
、

適
正
に
運
動
さ
せ
る
こ
と
。

・
犬
に
適
正
な
し
つ
け
を
施
す
こ
と
（
生
後

２
か
月
頃
か
ら
の
し
つ
け
が
大
切
で
す
）。

・
異
常
な
鳴
き
声
、
悪
臭
に
よ
り
、
迷
惑
を

か
け
な
い
こ
と
。

・
犬
が
公
園
、
道
路
等
を
損
傷
し
、
又
は
汚

染
す
る
よ
う
な
行
為
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

・
犬
を
飼
養
し
て
い
る
旨
の
標
識
を
、
見
や

す
い
箇
所
に
掲
示
し
て
お
く
こ
と
。

・
仔
犬
が
産
ま
れ
る
と
困
る
方
、
発
情
期
に

困
る
方
は
、
不
妊
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
こ
と
。

・
感
染
症
予
防
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
こ
と
（
生
後
９１
日
以
上
の
犬
は
、
「
狂

犬
病
予
防
法
」
に
基
づ
き
、
生
涯
１
回
の

登
録
及
び
年
１
回
の
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
）。

・
飼
主
は
、
飼
養
す
る
犬
が
人
を
噛
ん
だ
と

き
は
、
狂
犬
病
の
疑
い
の
有
無
に
つ
い
て
、

犬
を
獣
医
師
の
検
診
に
受
け
さ
せ
て
下
さ

い
。

飼
主
は
、
飼
養
す
る
犬
が
逃
走
し
た
と
き

は
、
役
場
生
活
環
境
課
・
各
振
興
事
務
所
地

域
振
興
課
（
谷
汲
振
興
事
務
所
は
住
民
福
祉

課
）
に
通
報
或
い
は
、
西
濃
地
域
保
健
所
揖

斐
セ
ン
タ
ー
に
迷
い
犬
の
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
（
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
岐
阜
県
動
物
愛
護
管
理
情

報
」
に
「
迷
い
犬
情
報
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
参
考
に
し
て
下
さ
い
）。

【
お
問
い
合
せ
先
】揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

な
お
、
２
年
以
上
経
過
し
た
期
間
を
追
納

す
る
場
合
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ

き
ま
す
。

手
続
き
方
法

印
鑑
（
認
印
で
結
構
で
す
。）と
年
金
手
帳
、

在
学
証
明
書
（
学
生
証
で
も
可
）
を
持
参
の

う
え
、
お
住
ま
い
の
役
場
で
「
国
民
年
金
保

険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

揖揖
斐斐
広広
域域
連連
合合

老老
人人
福福
祉祉
施施
設設
職職
員員
のの
募募
集集

■
職
種

介
護
員

■
応
募
資
格

介
護
福
祉
士
ま
た
は
２
級
以

上
の
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
有
す
る
（
取
得
見

込
み
可
）
で
健
康
な
方

■
受
付
期
間

４
月
１
日
�
〜
１１
日
�

■
受
付
場
所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

■
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
記
入
し
、

該
当
す
る
資
格
免
許
等
の
写
し
と
健
康
診

断
書
を
添
え
て
提
出

■
採
用
試
験

作
文
・
面
接
（
別
途
通
知
）

■
採
用
日

平
成
２０
年
５
月
１
日
�

■
募
集
人
員

若
干
名

【
お
問
い
合
せ
先
】特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

揖
斐
川
町
清
水
７
７

℡
０
５
８
５
‐
２
３
‐
１
０
０
０

平平
成成
２２００
年年
度度
高高
年年
齢齢
者者
雇雇
用用

開開
発発
ココ
ンン
テテ
スス
トト
！！

厚
生
労
働
省
及
び
独
立
行
政
法
人
高
齢
・

障
害
者
雇
用
支
援
機
構
で
は
高
齢
者
自
ら
が

意
欲
や
充
実
感
を
持
ち
つ
つ
、
そ
の
能
力
・

経
験
を
充
分
に
活
か
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
企
業

等
の
事
例
、
ま
た
、
７０
歳
ま
で
働
け
る
先
進

的
な
仕
組
み
を
確
保
し
て
い
る
企
業
等
の
事

例
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（
応
募
期
限
は
平

成
２０
年
５
月
１２
日
ま
で
）

応
募
要
項
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課

℡
０
５
８
‐
２
６
３
‐
５
５
６
３
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平平成成２２００年年度度犬犬のの登登録録とと狂狂犬犬病病予予防防接接種種ののおおししららせせ
次の日程で、犬の登録と狂犬病予防注射を実施します。飼い主の方は最寄りの会場で受けてください。
昨年、愛犬の注射をされた人には、はがきでご案内しますので、当日必ずご持参ください。

■飼い主・住所など登録事項の変更や、犬が死亡したときは、事前に変更届を出してください。鑑札・注射済票を
お持ちのうえ、揖斐川町役場生活環境課または各振興事務所地域振興課（谷汲振興事務所は住民福祉課）までお
越しください。

■会場などでのフンは、飼い主が始末してください。
■料金 新規登録 １頭あたり ６，０７０円 登録済犬 １頭あたり ３，０７０円

地域 月 日 実 施 場 所 実 施 時 間 地域 月 日 実 施 場 所 実 施 時 間

揖斐川

５／１２
�

永公民館前 ９：２０～１０：５０

谷汲

５／２６
�

深根地区活性化支援センター前 ９：１０～９：３０

和田公会堂前 １１：００～１１：５０ 大洞地区農林漁家婦人活動施設前 ９：４０～１０：０５

市場研修センター前 １３：２０～１４：００ 中名礼公民館前 １０：１５～１０：５５

上野地区町公民館前 １４：１０～１４：５０ 谷汲振興事務所車庫前 １１：０５～１１：５０

５／１３
�

小柳公民館前 ９：２０～９：５０ 上神原トレイルセンター前 １３：２０～１３：４０

清水公民館前 １０：００～１０：５０ 西部文化会館（横蔵診療所）前 １３：５０～１４：２０

下新町会館前 １１：００～１１：５０

５／２７
�

赤石地区集落農事集会所前 ９：３０～９：４０

ＪＡ小島支店前 １３：００～１４：００ 旧名鉄長瀬駅前 ９：４５～１０：１５

５／１４
�

大和公民館前 ９：２０～１０：３０ 東部文化会館（旧長瀬支所）前 １０：２０～１０：５０

ＪＡ大和支店北方出張所裏 １０：４０～１１：４０ 沖野公民館前 １０：５５～１１：０５

揖斐川町役場駐車場 １３：００～１４：００ 岐礼多目的集会所前 １１：１０～１１：３５

春日 ４／２８
�

滝集会所付近 １０：００～１０：１５ 高科地区活性化支援センター前 １１：４０～１１：５５

樫多目的集会所付近 １０：２０～１０：２５

久瀬 ４／２８
�

公正公民館前 ９：２０～９：５０

上ヶ流製茶工場前 １０：３０～１０：４０ 大西精工前（樒平） ９：５５～１０：０５

下ヶ流多目的集会所前 １０：４５～１１：０５ 外津汲集会場前 １０：１５～１０：３０

香六班消防車庫前 １１：１０～１１：２５ 日坂公民館前 １０：５０～１１：３０

春日公民館前 １１：３０～１２：００ 樫原集会場前（森下・九戸坂） １３：００～１３：１５

高齢者コミュニティセンター前 １３：００～１３：５５ 小津公民館前 １３：３５～１４：１５

中山バス停付近 １４：０５～１４：１０ 久瀬振興事務所前 １４：２５～１５：００

初若バス停付近 １４：２０～１４：２５

坂内 ４／３０
�

諸家三叉路 ９：４０～９：５５

古屋バス停付近 １４：３０～１４：３５ 坂西集会場前 １０：０５～１０：１５

春日振興事務所前 １４：５０～１５：００ 坂本生活改善センター前 １０：２０～１０：３５

藤橋 ４／３０
�

川上集会場前 １０：５５～１１：１０

藤橋振興事務所１階駐車場 １３：３０～１４：３０ 広瀬集会所前 １１：２５～１１：４０

広東公民館前 １１：４５～１２：００

【お問い合せ先】

揖斐川町役場 生活環境課 ℡ ２２－２１１１ 谷汲振興事務所 住民福祉課 ℡ ５５－２１１１
春日振興事務所 地域振興課 ℡ ５７－２１１１ 久瀬振興事務所 地域振興課 ℡ ５４－２１１１
坂内振興事務所 地域振興課 ℡ ５３－２１１１ 藤橋振興事務所 地域振興課 ℡ ５２－２１１１
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町町
営営
住住
宅宅
入入
居居
者者
募募
集集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
町
営
住
宅

・
住

所

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
募
集
戸
数

２
戸
（
１
号
棟
２
０
５
号
室

１
号
棟
３
０
１
号
室
）

・
建
設
年
度

昭
和
６０
年
度

・
構
造
な
ど

中
層
耐
火
構
造
３
階
建
て

・
間
取
り

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場

１
台

・
家

賃

１
３，

３
０
０
円
〜

・
そ
の
他

浴
槽
・
風
呂
が
ま
は
、
入
居
者

の
持
込
み
に
な
り
ま
す
。
家
賃
の
他
に
共

益
費
（
浄
化
槽
の
使
用
料
・
共
用
部
分
の

電
気
料
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

◎
水
道
：
上
水
道

◎
下
水
：
共
用
浄
化
槽

②
北
方
奥
郷
町
営
住
宅

・
住

所

揖
斐
川
町
北
方
１
３
番
地

・
募
集
戸
数

１
戸
（
Ｂ
棟
２
０
３
号
室
）

・
建
設
年
度

平
成
１８
年
度

・
構
造
な
ど

耐
火
構
造
２
階
建
て

・
間
取
り

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場

１
台

・
家

賃

２
６，

１
０
０
円
〜

・
そ
の
他

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
浄
化
槽

の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

◎
水
道
：
上
水
道

◎
下
水
：
共
用
浄
化
槽

③
そ
ら
む
き
町
営
住
宅
（
単
身
者
専
用
）

・
住

所

西
津
汲
６
１
９
番
地

・
募
集
戸
数

１
戸
（
１
０
４
号
室
）

・
建
設
年
度

平
成
１１
年
度

・
構
造
な
ど

準
耐
火
構
造
２
階
建
て

・
間
取
り

１
Ｋ

・
駐
車
場

１
台

・
家

賃

１
６，

１
０
０
円
〜

・
そ
の
他

家
賃
の
他
に
共
益
費
が
必
要
で

す
。

◎
水
道
：
上
水
道

◎
下
水
：
浄
化
槽

■
敷

金

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤
（
勤

務
予
定
で
も
可
）
で
あ
る
こ
と
。

・
町
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

※
そ
の
他
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

４
月
１
日
�
〜

４
月
１４
日
�

※
募
集
戸
数
を
越
え
た
場
合
は
公
開
抽
選
に

よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
予
定
日

５
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

夜夜
叉叉
ヶヶ
池池
伝伝
説説
道道
中中
まま
つつ
りり

「「
龍龍
神神
隊隊
員員
」」
募募
集集
！！

今
年
で
２０
回
目
を
迎
え
る
「
夜
叉
ヶ
池
伝

説
道
中
ま
つ
り
」（
７
月
２６
日
�
開
催
予
定
）

の
全
長
２１
ｍ
の
龍
神
の
担
ぎ
手
を
募
集
し
ま

す
。

■
対
象

当
日
参
加
が
可
能
で
、
坂
内
交
流

セ
ン
タ
ー
で
の
練
習
に
参
加
で
き
る
男
性

の
方

■
練
習
日

６
月
下
旬
か
ら
の
毎
週
水
曜
日

１９
時
３０
分
か
ら
２１
時
ま
で
を
予
定
（
都
合

に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※

詳
細
な
練
習
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
】
坂
内
観
光
協

会
事
務
局
（
坂
内
振
興
事
務
所
基
盤
整
備

課
内
）
℡
０
５
８
５
‐
５
３
‐
２
１
１
１

「「
山山
郷郷
（（
やや
まま
ぐぐ
にに
））
倶倶
楽楽
部部
」」

会会
員員
募募
集集
！！

揖
斐
川
流
域
に
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、

揖
斐
川
上
流
域
の
山
間
部
で
生
活
さ
れ
て
い

る
人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
に
直
接
触
れ
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
そ
の
交
流
を
通
じ
て
山
と

水
の
関
わ
り
や
、
水
源
地
保
全
及
び
防
災
の

大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
学
習
の
場
と

し
て
活
動
し
ま
す
。

■
第
５
期
「
山
郷
倶
楽
部
」
活
動
予
定

第
１
回

平
成
２０
年
５
月
２８
日
�

「
そ
ば
打
ち
体
験
と
徳
山
ダ
ム
見
学
」

第
２
回

平
成
２０
年
７
月
８
日
�

「
草
木
染
め
と
貝
月
砂
防
工
事
現
場
」

第
３
回

平
成
２０
年
９
月
１０
日
�

「
横
山
ダ
ム
見
学
と
流
木
ア
ー
ト
」

第
４
回

平
成
２０
年
１０
月
８
日
�

「
夜
叉
ヶ
池
の
里
散
策
と
砂
防
施
設
見
学
」

第
５
回

平
成
２０
年
１１
月
５
日
�

「
根
尾
を
訪
ね
る
」

※
な
お
、
活
動
予
定
は
変
更
や
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
募
集
対
象
者

揖
斐
（
根
尾
）
川
流
域
の

市
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
基
本
的
に
す

べ
て
の
活
動
に
参
加
で
き
る
方

■
募
集
人
員

３０
名

■
費
用

集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
昼
食
、

体
験
に
必
要
な
費
用
等
は
参
加
者
負
担

■
集
合
場
所
（
出
発
地
及
び
帰
着
地
）

越
美
山
系
砂
防
事
務
所

■
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
連
絡
先
電
話
番
号
、

応
募
動
機
を
明
記
の
う
え
平
成
２０
年
４
月

１５
日
�
ま
で
に
国
土
交
通
省
越
美
山
系
砂

防
事
務
所
「
山
郷
倶
楽
部
会
員
募
集
」
係

ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
※
な
お
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
国
土
交
通
省
越
美
山
系

砂
防
事
務
所
総
務
課

℡
０
５
８
５
‐
２
２
‐
２
１
６
１

（
平
日
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分
）

〒
５
０
１
‐
０
６
０
５

揖
斐
川
町
極
楽
寺
１
３
７
番
地

〈
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
〉

取
得
し
た
個
人
情
報
は
、「
山
郷
倶
楽
部
」

の
活
動
の
た
め
に
利
用
し
、
そ
の
他
の
目
的

に
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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平平
成成
２２００
年年
度度
警警
察察
官官
募募
集集
！！

警
察
官
の
仕
事
は
「
県
民
の
安
全
と
暮
ら

し
を
守
る
！
」
使
命
感
下
、
と
て
も
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

「
元
気
で
正
義
感
・
公
共
心
の
強
い
」
あ

な
た
を
求
め
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
警
察
署

℡
２
３
‐
０
１
１
０

北北
方方
駐駐
在在
所所
がが
なな
くく
なな
りり
まま
すす
！！

長
い
間
、
駐
在
所
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
に
親
し
ま
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
北
方
地
区
の
治
安
を
守
っ
て
き
た
「
北

方
駐
在
所
」
が
、
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら

署
所
在
地
交
番
に
統
合
さ
れ
、
管
内
は
署
所

在
地
交
番
が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

警
察
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
た
く
さ
ん

取
り
入
れ
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
警
察
活
動
を
強

化
し
、
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
警
察

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

岐岐
阜阜
県県
食食
品品
表表
示示
ウウ
オオ
ッッ
チチ
ャャ
ーー
募募
集集
！！

■
募
集
資
格

県
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
方

■
募
集
人
数

１
３
０
人
（
地
域
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
考
慮
し
選
定
）

■
活
動
内
容

県
内
の
小
売
店
で
不
適
正
な

食
品
表
示
を
見
つ
け
た
ら
県
へ
報
告

■
活
動
期
間

６
月
〜
平
成
２１
年
１
月
末

■
申
込
方
法

応
募
用
紙
に
記
入
し
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス

■
申
込
期
限

４
月
１１
日
�

■
応
募
用
紙
配
布

県
庁
農
政
課
ま
た
は
各

農
林
事
務
所

【
お
問
合
せ
先
】
県
庁
農
政
課

℡
０
５
８
‐
２
７
８
‐
２
６
８
０

「「
いい
びび
川川
ゆゆ
るる
のの
会会
」」
がが
発発
足足
しし
まま
しし
たた
！！

平
成
１９
年
度

揖
斐
川
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
「
ゆ
る

体
操
指
導
者
養

成
講
習
会
」
を

実
施
し
１７
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
が
誕

生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
出
来
る
「
ゆ
る
体
操
」
を
、
健
康
で
生
き

生
き
と
し
た
身
体
作
り
を
目
的
に
地
域
で
活

動
を
行
う
た
め
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
い
び
川
ゆ
る
の
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

「
ゆ
る
体
操
」
は
身
体
を
ゆ
る
め
る
だ
け

で
、
心
の
コ
リ
ま
で
ほ
ぐ
れ
る
「
心
身
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
法
」
で
す
。
身
体
の
こ
り
や
こ
わ

張
り
、
ゆ
が
み
が
取
れ
健
康
回
復
・
ダ
イ

エ
ッ
ト
・
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
も
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

町
内
の
集
会
、
サ
ロ
ン
な
ど
に
出
か
け
て

行
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

代
表

原

信
一
郎

【
お
問
い
合
せ
先
】地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
１
３
４
１

試験区分・採用試験等日程

最終合格日

７月下旬

第２次試験

６月下旬

～

７月上旬

第１次試験

５／１１�
岐阜市

受付期間

４／３�

～

４／２１�

※（注）インターネット申込
４／３～４／２０

試験区分

（採用予定日）

ＡⅠ（男性）

（平成２０年１０月１日採用）

ＡⅡ（男性）

（平成２１年４月１日採用）

Ａ（女性）

（平成２１年４月１日採用）

身体検査基準（警察官）

男性 １６０㎝以上
女性 １５５㎝以上

男性 ４７㎏以上
女性 概ね４５㎏以上

男性 ７８㎝以上

両目とも裸眼視力
０．６以上又は矯正視
力１．０以上の者

色覚→職務に支障が
ない
職務に支障がない身
体的状態

身長

体重

胸囲

視力

その他

受験資格・試験方法
Ａ（女性）

昭和５２年４月２日以降に生まれた者

学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）
を卒業又は平成２１年３月３１日までに卒業見込
みの者

教養試験・作文試験 ※ 作文は第２次試験で評価

口述試験・集団討論試験・適正検査・身体検査・体力検査
身体精密検査（所定の健康診断書を提出）

ＡⅡ（男性）ＡⅠ（男性）

昭和５２年４月２日以降
に生まれた者で、平成
２０年１０月１日の採用に
応じられる者

学校教育法に基づく大
学（短期大学を除く）
を卒業又は平成２０年９
月３０日までに卒業見込
みの者

区 分

年 齢

学歴等

第１次試験

第２次試験

受
験
資
格

試
験
方
法
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あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
尚
和
園
へ

林

良
夫
さ
ん（
北
方
三
区
）

野
菜

岡
部

稔
さ
ん（
長
良
）

野
菜

牧
村

正
美
さ
ん（
房
島
三
区
）
切
り
干
し
大
根

松
原
さ
ん
（
大
野
町
小
衣
斐
）

野
菜

野野
生生
鳥鳥
獣獣
にに
よよ
るる
農農
作作
物物
等等
のの
被被
害害
にに
つつ
いい
てて

野
生
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ

カ
な
ど
）
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増
大
し
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
そ
の
被
害
を
少
し
で
も

防
ぐ
た
め
銃
器
・
く
く
り
わ
な
等
で
有
害
鳥

獣
の
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭

わ
れ
て
い
る
方
は
、
役
場
農
林
振
興
課
・
各

振
興
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
山
林

や
農
地
な
ど
で
見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
捕
獲
を
す
る
に
は
狩
猟
免
許
・
町
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。
む
や
み
に
捕
獲
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】揖
斐
川
町
役
場
農
林
振
興
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１（
内
線
３
４
３
）

「「
手手
をを
つつ
なな
ぐぐ
親親
のの
会会
」」
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

知
的
障
が
い
児
・
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

障
が
い
者
福
祉
の
最
新
情
報
を
交
換
し
た
り
、

当
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ
り
し
な

が
ら
勉
強
を
す
る
会
で
す
。

行
事
は
、
年
２
〜
３
回
の
勉
強
会
と
お
楽

し
み
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
総
会
と
勉
強
会

４
月
１３
日
�
１０
時
〜

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
バ
ザ
ー
出
店

「
い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ

ェ
ア
２
０
０
８
」
５
月
２５
日
�

■
年
会
費

１
０
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】
牧
村
光
子

揖
斐
川
町
上
東
野
３
７
番
地
６

℡
２
２
‐
５
０
６
７

※
入
会
希
望
の
受
付
と
相
談
も
し
て
い
ま
す
。

タタ
ーー
ゲゲ
ッッ
トト
ババ
ーー
ドド
ゴゴ
ルル
フフ
大大
会会

にに
参参
加加
しし
まま
せせ
んん
かか
！！

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で
は
、

次
の
通
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

４
月
１３
日
�
８
時
３０
分
〜

■
場
所

岡
島
や
な
下
流
の
芝
生
広
場

■
参
加
資
格

高
校
生
以
上

■
参
加
費

１
人
１
０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■
申
し
込
み

４
月
８
日
�
ま
で
に
健
康
広

場
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
、
各
振
興
事

務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
橋
本
孝
市

℡
２
２
‐
３
８
０
４

第第
１１１１
回回
せせ
せせ
らら
ぎぎ
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

（（
第第
５５
回回
ふふ
るる
ささ
とと
福福
祉祉
村村
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
））

緑緑
のの
風風
にに
のの
せせ
てて

「「
津津
軽軽
三三
味味
線線
のの
ひひ
びび
きき
」」
開開
催催

■
日
時

５
月
１０
日
�
１３
時
開
場

１３
時
３０
分
開
演

■
会
場

揖
斐
川
町
坂
内
広
瀬

茅
葺
き
サ
ロ
ン
『
夢
想
庵
』

や
ぶ
き
か
ず
ゆ
き

や
ぶ
き
か
ず
ひ
と

■
出
演

矢
吹
和
之

矢
吹
和
仁
（
揖
斐
川

町
在
住
）

■
主
催

ニ
ュ
ー
さ
か
レ
デ
ィ
ー
ス
せ
せ
ら
ぎ
会

【
お
問
い
合
せ
先
】
奥
田
か
よ

℡
５
３
‐
２
４
０
３

事事
業業
主主
のの
皆皆
様様
へへ

「「
岐岐
阜阜
労労
働働
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ
」」

平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２０
年
度
労

働
保
険
の
年
度
更
新
が
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
は
、
雇
用
保
険
料
率
の
改
定
の
関
係

で
発
送
が
遅
れ
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し

ま
し
た
。
今
回
は
労
災
保
険
料
率
及
び
雇
用

保
険
料
率
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
昨

年
と
同
様
の
料
率
で
概
算
保
険
料
を
算
定
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
も
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

健
康
被
害
救
済
の
た
め
の
「
一
般
拠
出
金
」

の
申
告
・
納
付
が
引
き
続
き
あ
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
の
年
度
更
新
か
ら
一
括
有
期

事
業
の
事
業
（
工
事
）
開
始
が
平
成
１９
年
４

月
１
日
以
降
の
も
の
も
「
一
般
拠
出
金
」
の

申
告
・
納
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
一
般
拠
出
金
」
は
労
災
保
険
適
用
事
業

場
の
全
事
業
主
が
対
象
で
、
労
働
保
険
の
確

定
保
険
料
の
申
告
に
併
せ
て
申
告
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
一
般
拠
出
金
率
は
千
分
の

０．

０
５
で
、
た
と
え
ば
支
払
い
賃
金
総
額

が
一
千
万
円
の
場
合
、
一
千
万
円
×
千
分
の

０．

０
５＝

５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
５
月
２０

日
が
期
限
で
す
。
期
限
ま
で
に
正
し
く
手
続

き
を
終
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

詳
細
は
、
年
度
更
新
申
告
書
に
同
封
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
岐
阜
労

働
局
労
働
保
険
徴
収
室
（
℡
０
５
８
‐
２
４

５
‐
８
１
１
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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いびがわ 特産品シリーズ オウレン（キンポウゲ科）

オウレンには葉の形によりキクバオウレン、セリバオウレンとコセリバオウレンがあります。
揖斐川町にはセリバオウレンが自生しています。春日や藤橋には渓流に沿った所に自生が見ら
れて、徳山ダムの建設に当たって自然環境の調査をしましたが、丁度ダムの堰堤が造られてい
る下流付近で見たものです。オウレンは苦味健胃剤として重宝されています。高山市の高根で
はオウレンを全草抜いてきて、水洗いし、乾燥させます。胃腸の調子の悪いときに全草を急須
に入れて、湯で浸出した液を飲みます。ベルベリンを含むので大変苦いですが、効果がありま
す。一般に栽培されるのはセリバオウレンですが、やや酸性を好み、日陰を好むので杉植林地
の下層に蒔けば１０年も過ぎれば立派な黄連の収穫が可能です。漢方薬の貴重な生薬です。漢方
薬に配合するときは根茎を用います、根茎は丁度数珠のようであり、断面は黄色です。黄色の
珠が連なっているようで生薬では「黄連」と呼ぶのです。同じベルベリンを含む「黄檗」より
もオウレン特有のアルカロイドであるコプテイシンを含むので抗炎症作用は数倍強いです。

（岐阜薬科大学名誉教授 水野瑞夫）

おおかかげげささままでで１１周周年年
４月２８日（月）・２９日（火・祝）は日頃のご愛顧に感謝の意をこめて

１１周周年年記記念念感感謝謝祭祭をを開開催催ししまますす。。
４月２８日（月） 先着３００名様にいび川温泉オリジナル景品プレゼント！！
４月２９日（火・祝） いび川温泉ＨＯＴ＆ほっと物産・バザー展

４月２６日�はスタンプポイント２倍デーです。
毎月２６日は「風呂の日」として、スタンプカードのポイントが２倍になります。
皆さんお誘い合わせのうえ、「いび川温泉藤橋の湯」をご利用ください。

☆４月の営業時間：１０：００～２１：００（最終受付は２０：３０）☆

【いび川温泉藤橋の湯 ４月の休館日】
４月３日�・４月１０日�・４月１７日�・４月２４日�

【お問い合せ先】
いび川温泉藤橋の湯 ℡５２－１１２６

いい湯便り



平成２０年１月届出分

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて
「広報掲載申込書」をお出しください。

〈平成２０年２月２９日現在〉

納期限のお知らせ

４月３０日� 固定資産税（１期・全納）

軽自動車税（全期分）

納め忘れのないように早めに納めましょう。

また、口座振替で納付されている方は、納期限前日まで

に預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

今月の主な行事

（４月１日～４月３０日までに行われる主な行事）

４月３日�～６日�

全国高校女子ソフトボール選抜いび川大会

４月７日�

小中学校入学式

４月１３日�

谷汲さくらまつり

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻夫

出生 ～お誕生おめでとう～
お母さんお父さん赤ちゃん地 区

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢氏 名地 区

世帯数（対前月比）
８，０９０（－１）
５，５４６（＋３）
１，１０２（＋１）
５６７（－１）
４５３（－１）
１６５（－３）
２５７（±０）

女
１３，２６５
９，４７５
１，８７９
７７１
６８３
１５７
３００

男
１２，２２５
８，８１９
１，７２３
６８８
６０２
１６０
２３３

人口（対前月比）
２５，４９０（－９）
１８，２９４（＋２）
３，６０２（－３）
１，４５９（－７）
１，２８５（＋１）
３１７（－４）
５３３（＋２）

合計
揖斐川地域
谷汲地域
春日地域
久瀬地域
藤橋地域
坂内地域

早余子

輝恵

千種

梨紗

理奈

直子

留衣

恵美

友美

陽子

千春

勝秋

裕人

米一朗

啓史

和生

雅士

健太

渉

勇治

善文

克仁

くにえだ さく ら

國枝 咲花
はやし こうさく

林 庚作
かたくら は づき

片倉 花月
こ く ぼ う め

小久保 羽芽
すえなが しおり

末永 栞
そうみや か のん

宗宮 果音
はな き ひ なる

花木 陽愛
わかぞの たいせい

若園 大晟
ひら い せいりゅう

平井 晴隆
あんどう は な

安藤 羽菜
の むら ひめ か

野村 姫花

北 方 １ 区

北 方 ４ 区

南 方

姥 坂

東 若 松

房 島 １ 区

下 新 町

小 谷

谷 汲 名 礼

西 津 汲

西 津 汲

７３
９５
８３
７０
９３
７８
６９
７３
９４
８６
１０２
８１
７３
９３
９１
９６
８７
９８
９２
８８
９０

河瀬 政明
野田 文枝
細野 大三
成� 徹

ひろ
小森 喜�
河合 守
橋本 マサノ
岩井 夫
山岸 武夫
六ツ名 静子
山本 通
所 千博
野原 スミヱ
加藤 武一
小寺 �時
高橋 孝雄
高橋 マサノ
矢野 義夫
中川 てるゑ
中野 すゞゑ

北 方 １ 区
北 方 ５ 区
北 方 ５ 区

桂
北 新 町
小 野
野 中
野 中
黒 田
谷 汲 大 洞
谷 汲 名 礼
谷 汲 岐 礼
春 日 六 合
春 日 六 合
春日小宮神
春 日 川 合
日 坂
西 津 汲
三 倉
西 横 山
西 横 山

林 恵美 （上野）
鳥澤真奈美 （山県市）
石原 恵梨 （神戸町）
杉山 江実 （本巣市）
古野まなみ （谷汲深坂）
荒井 志穂 （岐阜市）

小寺 寿和 （本巣市）
林 建輔 （上野）
立木 伸治 （市場）
窪田 英夫 （岡）
田野 剛 （大垣市）
松井 孝将 （谷汲長瀬）
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大垣駅
11：05

谷汲口駅 
11：45

谷汲口駅
11：55 12：03 12：05

谷汲山  
12：22 12：51
本揖斐 

15：52 16：20
本揖斐 

16：37 16：38
谷汲山 北方平 

13：03
桜並木を散策 北方平

15：40
谷汲口駅
16：46

谷汲口駅 
16：48

（注）谷汲口線・樽見鉄道　桜ダイヤ（4／1～4／20）で作成しています。 

大垣駅
17：32

揖斐川町コミュニティバス・鉄道に乗って 

①【樽見鉄道利用コース】 
樽　見　鉄　道 樽　見　鉄　道 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス  

大垣駅
11：13

川合 
11：05
広瀬 
8：29

揖斐駅 
11：35

横山診療所 
8：46

揖斐駅 
11：41
東津汲 
8：57

北方平 
12：03
北方平 
9：08

北方平 
15：40
北方平 
14：03

揖斐駅 
16：02
東津汲 
14：14

揖斐駅 
16：30

横山診療所 
14：24

川合 
17：00
広瀬 

14：42

揖斐駅 
11：37

揖斐駅 
11：41

本揖斐 
11：51

北方平 
12：03

北方平 
15：40

本揖斐 
15：52

揖斐駅 
16：02

桜並木を散策 揖斐駅 
16：10

大垣駅
16：37

②【養老鉄道利用コース】 
養　老　鉄　道 養　老　鉄　道 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス  

③【コミュニティバス利用コース】 
コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス  

桜並木を散策 

大

垣

駅

 

① 

② 

③ 

谷

汲

口

駅

 

谷

汲

口

駅

 

大

垣

駅

 

揖

斐

駅

 

揖

斐

駅

 

本

揖

斐

 

北

方

平

 

揖

斐

駅
 

広

瀬

 

横
山
診
療
所 

東

津

汲

 

揖

斐

峡

 

谷

汲

山

 

大

垣

駅

 

谷

汲

口

駅

 

谷

汲

口

駅

 

大

垣

駅

 

揖

斐

駅

 

本

揖

斐

 

北

方

平

 

川

合

 

揖

斐

駅

 

広

瀬

 

横
山
診
療
所 

東

津

汲

 

揖

斐

峡

 

谷

汲

山

 

揖

斐

駅

 

川

合

 

第21回 谷 汲 【催し】 
　谷汲踊の上演 
　よさこいソーラン踊り、郷土芸能の上演 
　歌謡ショー、もちまき、ミニＳＬ 
　農産物等販売 
　日間賀島・那智勝浦町観光協会海産物販売など 

【お問い合せ先】 
　揖斐川町観光プラザ 
　電話　0585-55-2020

　
咲
き
誇
る
「
桜
並
木
」
　
３０
品
種
（
約
２，
０
０
０
本
）
を
超
え

る
サ
ク
ラ
　
　
あ
な
た
は
何
種
類
見
れ
る
か
な
？ 

　
森
の
最
高
地
点（
１
９
９
ｍ
）か
ら
は
、濃
尾
平
野
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
。運
が
よ
け
れ
ば
、遠
く
名
古
屋
の
街
も
見
え
ま
す
。 

！ 

【編集・発行】　揖斐川町役場　総務部政策広報課 
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 　Tel　０５８５-２２-２１１１　Fax　０５８５-２２-４４９６ 
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